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一
　
問
題
の
所
在

ハ
ゼ
ノ
キ
（Toxicodendron succedaneum

　L. Kuntze 

ま
た
はRhus succedanea 

L

）
は
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
東
ア
ジ
ア
の
温
暖
な
地
域
に
自
生
す
る
ウ
ル
シ
科
ウ
ル
シ
属
の

落
葉
小
高
木
で
あ
る
。
ハ
ゼ
ノ
キ
は
虫
媒
花
、
鳥
媒
花
種
子
を
も
つ
雌
雄
異
株
で
あ
り
、
そ

の
果
実
か
ら
和
蝋
燭
や
鬢
付
け
油
、
咬
合
紙
の
原
材
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
木
蝋
（Japan 

W
ax

）
が
採
取
で
き
る
。
日
本
列
島
で
は
、
江
戸
時
代
に
琉
球
か
ら
九
州
に
持
ち
込
ま
れ
、

各
地
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

紀
州
（
和
歌
山
県
）
に
は
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
に
有
田
郡
箕
島
（
現
在
の
有
田
市
）

の
田
中
善
吉
が
薩
摩
（
現
在
の
鹿
児
島
県
）
か
ら
苗
木
を
持
ち
帰
っ
て
か
ら
広
ま
っ
た
と
さ

れ
る
〔
日
下
部
　
一
九
三
三
〕。
櫨
は
ど
の
よ
う
な
瘠
地
で
あ
っ
て
も
良
く
繁
茂
し
、
労
力

を
要
し
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
栽
培
地
域
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
櫨
の
実
か
ら
蝋
燭

を
製
造
す
る
製
蝋
業
が
発
達
し
た
。
紀
州
に
お
い
て
も
蝋
燭
の
販
路
は
開
け
た
が
、
収
益
が

多
く
な
る
に
従
っ
て
粗
製
濫
造
も
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
紀
州
蝋
燭
」
の
価
値
は

一
時
低
落
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
と
き
、
野
上
谷
（
現
在
の
紀
美
野
町
）
に
お
い
て
、
他

よ
り
や
や
葉
の
大
き
な
天
然
に
生
じ
た
櫨
が
発
見
さ
れ
、「
葡
萄
櫨
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。

そ
の
葡
萄
櫨
か
ら
抽
出
さ
れ
た
油
は
質
が
高
く
、
通
常
の
櫨
の
一
・
五
倍
の
価
格
で
売
買
さ

れ
、
全
国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
〔
野
上
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
　
一
九
八
五
〕。

そ
の
後
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
野
上
谷
を
は
じ
め
、
和
歌
山
県
北
部
で
は
葡

萄
櫨
の
栽
培
が
普
及
し
、
製
蝋
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
筆
者
ら
の
聞
き
取
り
調
査
で

も
、
紀
美
野
町
域
で
は
昭
和
中
期
ご
ろ
ま
で
櫨
栽
培
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い

る
〔
藤
井
　
二
〇
一
九
b
〕。
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
九
月
四
日
に
は
、
志
賀
野
村
（
現

在
の
紀
美
野
町
）
松
瀬
に
あ
る
葡
萄
櫨
の
古
木
が
、
原
木
で
あ
る
と
し
て
和
歌
山
県
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
）
1
（

。
昭
和
初
期
は
、
櫨
栽
培
が
ま
だ
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
時
期

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
戦
後
は
和
蝋
燭
の
需
要
が
低
下
し
、
紀
美
野
町
に
お
け
る
櫨
栽
培
も

衰
退
し
て
い
っ
た
。

葡
萄
櫨
の
原
木
は
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
ご
ろ
ま
で
は
確
実
に
現
存
し
、
県
指
定
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
）
四
月
一
日
に
指
定
が
解

除
さ
れ
て
い
る
）
2
（

。
そ
の
後
、
昭
和
六
〇
年
（
一
九
八
五
）
に
発
行
さ
れ
た
『
野
上
町
誌
』
下

巻
に
よ
る
と
「
現
在
枯
死
し
て
そ
の
跡
方
も
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
〔
野
上
町
誌
編
さ
ん
委

員
会
　
一
九
八
五
〕。

し
か
し
な
が
ら
、
筆
者
ら
の
聞
き
取
り
調
査
に
お
い
て
、
葡
萄
櫨
の
原
木
は
生
き
て
い

る
、
と
い
う
情
報
を
得
た
。
そ
こ
で
、
文
献
調
査
、
写
真
鑑
定
な
ど
を
あ
わ
せ
て
お
こ
な
う

こ
と
で
、
枯
死
し
た
と
さ
れ
て
い
た
葡
萄
櫨
の
原
木
に
つ
い
て
検
証
を
お
こ
な
う
こ
と
に
し

た
。

二
　
原
木
発
見
の
経
緯

今
回
の
調
査
は
以
下
の
経
緯
で
始
ま
っ
た
。
藤
井
弘
章
が
紀
美
野
町
で
お
こ
な
っ
て
い
た

民
俗
調
査
（
近
畿
大
学
の
民
俗
学
実
習
な
ど
）
に
お
い
て
、
志
賀
野
地
区
に
現
在
で
も
櫨
の

実
を
採
取
す
る
古
老
（
七し

ち
り
ょ
う
ざ
こ

良
浴
正
氏
）
が
い
る
こ
と
を
把
握
し
、
平
成
二
六
年
（
二
〇
一

四
）
九
月
一
一
日
、
藤
井
と
鞍
雄
介
が
七
良
浴
氏
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
お
こ
な
っ
た
）
3
（

。
そ

抹
消
天
然
記
念
物
「
葡
萄
櫨
の
原
木
」
調
査
報
告三

木
明
音
・
横
田
沙
羽
子
・
中
村
巴
菜
・
鞍
雄
介
・
藤
井
弘
章
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の
後
、
平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
）
一
月
一
八
日
な
ど
複
数
回
に
わ
た
っ
て
、
鞍
は
り
ら
創

造
芸
術
高
等
学
校
の
地
域
デ
ザ
イ
ン
の
授
業
に
お
い
て
、
七
良
浴
氏
の
櫨
採
取
の
様
子
を
動

画
な
ど
で
撮
影
を
お
こ
な
っ
た
。

調
査
の
過
程
で
、
七
良
浴
氏
が
採
取
し
た
櫨
を
加
工
す
る
製
蝋
所
が
和
歌
山
県
海
南
市
に

あ
る
こ
と
を
知
り
、
平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
）
一
一
月
二
九
日
、
り
ら
の
地
域
デ
ザ
イ
ン

の
授
業
と
し
て
吉
田
製
蝋
所
に
て
聞
き
取
り
を
お
こ
な
っ
た
。
た
ま
た
ま
訪
問
し
て
い
た
京

都
の
和
蝋
燭
職
人
田
川
氏
（
中
村
ロ
ー
ソ
ク
）
も
同
席
し
、
生
産
の
現
場
か
ら
消
費
の
現
場

ま
で
の
聞
き
取
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
葡
萄
櫨
の
資
料
を
提
供
い
た
だ
き
、

『
野
上
町
誌
』〔
野
上
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
　
一
九
八
五
〕
の
コ
ピ
ー
を
手
に
入
れ
、
か
つ
て

紀
美
野
町
に
天
然
記
念
物
「
葡
萄
櫨
の
原
木
」
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

平
成
二
九
年
（
二
〇
一
七
）
一
月
、
地
域
デ
ザ
イ
ン
の
特
別
授
業
と
し
て
、
県
女
性
林
研

に
よ
り
「
林
業
を
知
る
」
を
実
施
し
た
。
そ
の
際
、
紀
美
野
町
在
住
の
方
に
「
葡
萄
櫨
の
原

木
」
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
が
な
い
か
確
認
し
た
。
志
賀
野
地
区
松
瀬
の
湯
谷
絹
子
氏

（
昭
和
二
三
年
生
ま
れ
）
か
ら
、
葡
萄
櫨
の
原
木
は
残
っ
て
い
る
、
と
の
情
報
を
得
た
。
そ

の
後
も
、
絹
子
氏
と
夫
の
湯
谷
晏
幸
氏
（
昭
和
一
五
年
生
ま
れ
）
に
は
、
何
度
も
聞
き
取
り

を
お
こ
な
っ
た
。
湯
谷
夫
妻
の
語
り
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
晏
幸
氏
は
松
瀬

出
身
、
絹
子
氏
は
他
町
か
ら
嫁
い
で
来
ら
れ
た
方
で
あ
る
。

・
葡
萄
櫨
の
原
木
は
松
瀬
に
あ
る
。
ず
っ
と
知
っ
て
い
る
。

・
晏
幸
氏
は
子
ど
も
の
こ
ろ
、
三
角
の
屋
根
の
つ
い
た
天
然
記
念
物
と
書
か
れ
た
看
板
を

見
た
。

・
絹
子
氏
が
四
八
年
ぐ
ら
い
前
に
嫁
い
で
き
た
と
き
、
家
族
全
員
で
畑
に
行
っ
た
と
き

に
、
作
業
の
合
間
に
教
え
て
も
ら
い
、
原
木
を
見
た
。
今
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
感
じ

の
状
態
だ
っ
た
。
そ
の
と
き
に
は
、
看
板
は
す
で
に
な
か
っ
た
。

・
原
木
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
の
は
関
心
が
な
か
っ
た
。
り
ら
の
高
校
生
た
ち
が
来
る
ま

で
は
注
目
も
し
て
い
な
か
っ
た
。

・
棕
櫚
み
た
い
に
、
蝋
燭
も
す
た
れ
て
い
っ
た
ん
や
、
と
思
っ
て
い
た
。

平
成
二
九
年
（
二
〇
一
七
）
二
月
三
日
、
湯
谷
氏
同
行
の
も
と
、
地
域
デ
ザ
イ
ン
の
授
業

で
志
賀
野
地
区
松
瀬
の
山
林
に
入
り
、
原
木
の
調
査
を
実
施
し
た
。
付
近
は
竹
と
棕
櫚
の
造

林
に
な
っ
て
お
り
、
も
う
何
年
も
手
入
れ
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
あ
っ
た
が
、
葡
萄
櫨
の
よ

う
な
形
状
の
実
が
な
っ
て
い
る
櫨
の
大
木
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

三
　
文
献
調
査

平
成
二
九
年
（
二
〇
一
七
）
八
月
、
教
材
研
究
と
し
て
鞍
が
文
献
調
査
を
お
こ
な
い
、
和

歌
山
県
立
図
書
館
に
お
い
て
、『
和
歌
山
県
農
事
調
査
書
』〔
和
歌
山
県
内
務
部
　
一
八
九

三
〕、「
葡
萄
櫨
の
起
源
」（『
木
の
国
山
林
時
報
』
九
三
）〔
日
下
部
　
一
九
三
三
〕、『
和
歌

山
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
会
報
告
』〔
和
歌
山
県
　
一
九
三
四
〕
な
ど
の
文
献
を
閲

覧
し
、
こ
う
し
た
文
献
に
葡
萄
櫨
の
原
木
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

平
成
二
九
年
九
月
、
地
域
デ
ザ
イ
ン
の
授
業
に
お
い
て
文
献
の
精
読
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

こ
れ
ら
の
文
献
に
は
、『
野
上
町
誌
』〔
野
上
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
　
一
九
八
五
〕
よ
り
も
さ

ら
に
詳
し
い
葡
萄
櫨
原
木
に
関
す
る
記
述
が
み
ら
れ
た
。
三
つ
の
文
献
と
も
に
、
葡
萄
櫨
原

木
の
発
見
の
経
緯
に
つ
い
て
詳
し
く
書
い
て
い
る
。
ま
た
、『
和
歌
山
県
史
蹟
名
勝
天
然
記

念
物
調
査
会
報
告
』
一
三
に
は
、
原
木
の
所
在
地
の
住
所
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
写
真
も
掲

載
さ
れ
て
い
た
。

ま
ず
、『
和
歌
山
県
史
跡
天
然
記
念
物
調
査
報
告
書
』
記
載
の
原
木
所
在
地
の
住
所
が
、

湯
谷
氏
が
原
木
で
あ
る
と
教
え
て
く
れ
た
樹
木
の
所
在
地
と
一
致
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

湯
谷
氏
か
ら
の
聞
き
取
り
内
容
と
、『
和
歌
山
県
史
跡
天
然
記
念
物
調
査
報
告
書
』
記
載
の

住
所
に
よ
っ
て
、
湯
谷
氏
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
櫨
の
古
木
が
、
か
つ
て
天
然
記
念
物
で

あ
っ
た
葡
萄
櫨
の
原
木
で
あ
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
。
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四
　
写
真
鑑
定
と
現
地
調
査

次
に
、『
和
歌
山
県
史
跡
天
然
記
念
物
調
査
報
告
書
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
原
木
の
写
真

と
、
湯
谷
氏
が
原
木
で
あ
る
と
教
え
て
く
れ
た
樹
木
と
の
比
較
を
お
こ
な
う
こ
と
に
し
た
。

写
真
1
は
『
和
歌
山
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
会
報
告
』
に
掲
載
さ
れ
た
昭
和
八
年

（
一
九
三
三
）
ご
ろ
の
写
真
で
あ
り
、
写
真
2
は
平
成
二
九
年
（
二
〇
一
七
）
に
筆
者
ら
が

撮
影
し
た
原
木
と
考
え
ら
れ
る
樹
木
の
写
真
で
あ
る
。
撮
影
し
た
角
度
に
違
い
が
あ
る
が
近

似
し
て
い
る
。
し
か
し
、
黄
色
の
丸
で
囲
ん
だ
部
分
が
大
き
く
違
い
、
大
き
な
枝
が
消
え
て

い
る
。

平
成
二
九
年
九
月
、
折
れ
た
は
ず
の
枝
を
探
し
現
地
調
査
を
実
施
し
た
。
予
想
し
て
い
た

場
所
に
枝
跡
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
下
図
中
の
そ
れ
ぞ
れ
の
数
値
は
、
そ
の
と
き
実

写真１　昭和8年ごろの葡萄櫨の原木

写真２　現在の葡萄櫨（2017年撮影）

図1　実測データ
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詳
し
く
判
ら
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
ブ
ド
ウ
櫨
は
全
国
に
普
及
す
る
に
つ
れ
て
、
穂
木
の
需

要
が
盛
ん
に
な
り
、
原
木
と
し
て
の
価
値
が
上
り
、
加
え
て
樹
齢
が
古
い
と
い
う
理
由
か
ら

指
定
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
（
下
巻
p
二
〇
九
）。
樋
下
と
松
瀬

は
直
線
距
離
で
い
う
と
二
km
ほ
ど
離
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
献
に
よ
る
と
、
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
た
葡
萄
櫨
の
原
木
よ
り
も
古
い
原
木
が
別
の
地
区
に
あ
っ
た
、
と
い
う
よ
う
に

も
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

一
方
、
天
然
記
念
物
登
録
直
前
の
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
発
行
さ
れ
た
『
木
の
国
山

林
時
報
』
九
三
で
は
、『
和
歌
山
県
農
事
調
査
書
』
に
も
触
れ
た
う
え
で
、
地
域
の
古
老
や

大
西
家
次
男
の
坂
口
光
之
助
、
吉
瀬
家
長
女
へ
の
聞
き
取
り
を
行
い
、「
地
方
の
古
老
の
言

を
統
合
す
れ
ば
明
ら
か
に
し
て
や
は
り
吉
瀬
家
の
所
有
地
に
未
生
せ
る
も
の
よ
り
取
り
た
る

も
の
な
し
」〔
日
下
部
　
一
九
三
三
〕
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
葡
萄
櫨
の
原
木
は
松
瀬
村

に
あ
り
、
そ
の
地
の
吉
瀬
勇
三
が
発
見
者
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
発
行
さ
れ
た
『
和
歌
山
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物

調
査
会
報
告
』
は
、
前
年
に
出
さ
れ
た
『
木
の
国
山
林
時
報
』
九
三
を
引
用
す
る
形
で
、
葡

萄
櫨
は
天
保
年
間
に
吉
瀬
家
の
山
林
に
自
生
し
た
の
が
原
木
で
あ
り
、
嘉
永
五
年
に
樋
下
村

の
大
西
健
之
助
が
葡
萄
櫨
に
着
目
し
、
松
瀬
村
の
吉
瀬
勇
三
か
ら
枝
を
も
ら
い
、
初
め
て
接

木
を
行
っ
た
、
と
結
論
づ
け
て
お
り
、
天
然
記
念
物
に
指
定
し
た
と
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
を
総
合
す
る
と
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
①
樋
下
の
大
西
健
之

助
や
神
野
市
場
の
森
田
忠
兵
衛
は
櫨
の
栽
培
・
普
及
に
熱
心
で
あ
り
、
収
量
の
多
い
葡
萄
櫨

を
見
出
し
て
こ
れ
を
広
め
る
こ
と
に
尽
力
し
た
。
②
た
だ
し
、
実
生
の
葡
萄
櫨
が
存
在
し
た

の
は
松
瀬
の
山
林
で
あ
っ
た
。
③
松
瀬
の
葡
萄
櫨
を
見
出
し
た
の
は
近
く
に
住
む
吉
瀬
勇
三

で
あ
っ
た
。
④
大
西
健
之
助
の
家
は
も
と
も
と
松
瀬
で
あ
っ
た
た
め
、
葡
萄
櫨
の
こ
と
を
知

り
、
広
め
て
い
っ
た
。
⑤
松
瀬
の
葡
萄
櫨
は
昭
和
初
期
に
天
然
記
念
物
と
な
り
、
指
定
は
解

除
さ
れ
て
い
る
も
の
の
現
在
も
同
地
に
残
っ
て
い
る
。

測
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
　
　
）
の
中
の
数
字
は
、『
和
歌
山
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
会
報
告
』
に
あ
る
数

値
を
該
当
箇
所
に
推
測
し
て
当
て
は
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
報
告
時
よ
り
も
三
〇
％

成
長
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
分
岐
ま
で
の
高
さ
だ
け
が
三
〇
〇

mm
で
変
化
し

て
い
な
い
。
樹
木
の
生
長
を
考
え
る
と
こ
の
位
置
は
変
わ
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
た
め
、
自
然

な
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
写
真
鑑
定
か
ら
も
、
松
瀬
山
林
に
残
る
櫨
の
古
木
が
、
葡
萄
櫨
の
原
木

で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
た
。

五
　
原
木
発
見
者
の
問
題

『
和
歌
山
県
農
事
調
査
書
』〔
和
歌
山
県
内
務
部
　
一
八
九
三
〕、「
葡
萄
櫨
の
起
源
」（『
木

の
国
山
林
時
報
』
九
三
）〔
日
下
部
　
一
九
三
三
〕、『
和
歌
山
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調

査
会
報
告
』〔
和
歌
山
県
　
一
九
三
四
〕
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
葡
萄
櫨
の
原
木
に
関
す
る
詳
し

い
記
述
が
み
ら
れ
る
。
重
複
し
て
い
る
部
分
を
除
い
て
該
当
箇
所
を
資
料
編
と
し
て
掲
載
し

た
。
り
ら
の
地
域
デ
ザ
イ
ン
の
授
業
を
通
じ
て
、
筆
者
ら
が
注
目
し
た
の
は
、
こ
れ
ら
三
つ

の
文
献
お
よ
び
、『
野
上
町
誌
』
で
は
、
葡
萄
櫨
の
原
木
の
発
見
者
に
関
す
る
記
述
に
差
異

が
み
ら
れ
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

 

明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
に
発
行
さ
れ
、
筆
者
ら
の
調
査
し
た
な
か
で
、
葡
萄
櫨
に

関
す
る
最
古
の
文
献
で
あ
る
『
和
歌
山
県
農
事
調
査
書
』
に
は
、
葡
萄
櫨
の
原
木
発
見
者
は

樋
下
村
（
現
在
の
紀
美
野
町
下
神
野
地
区
）
の
大
西
健
之
助
で
あ
り
、
大
西
と
神
野
市
場
村

（
現
在
の
紀
美
野
町
下
神
野
地
区
）
の
森
田
忠
兵
衛
が
こ
の
櫨
の
普
及
に
尽
力
し
た
、
と
書

か
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
野
上
町
誌
』
下
巻
で
は
『
和
歌
山
県
農
事
調
査
書
』
の
内
容
と
同

様
に
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
に
樋
下
村
の
大
西
健
之
助
が
自
分
の
山
畑
に
お
い
て
葡
萄

櫨
を
発
見
し
た
、
と
記
さ
れ
、「
そ
れ
が
何
年
に
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
指
定
さ
れ
た
か
、
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今
後
、
地
権
者
等
が
天
然
記
念
物
再
指
定
を
す
る
た
め
に
は
、
科
学
的
調
査
な
ど
も
お
こ

な
う
必
要
が
あ
る
）
4
（

。
ま
た
、
地
域
の
文
化
を
学
ぶ
り
ら
の
授
業
で
は
、
今
後
、
継
続
し
て
以

下
の
三
点
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
発
見
し
た
木
が
原
木
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
い

と
考
え
て
い
る
）
5
（

。

①
樹
齢
の
年
輪
錐
に
よ
る
測
定

②
『
和
歌
山
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
会
報
告
』
の
写
真
と
現
状
の
照
合

③
根
と
枝
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
比
較

紀
美
野
町
は
葡
萄
櫨
の
原
木
が
発
見
さ
れ
た
場
所
で
あ
り
、
昭
和
中
期
ま
で
は
櫨
栽
培
も

盛
ん
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
洋
蝋
燭
の
流
入
と
照
明
の
電
気
化
に
よ
っ
て
木
蝋
の
需
要
が
急

減
し
た
た
め
、
櫨
を
生
産
・
収
穫
す
る
農
家
は
和
歌
山
県
で
は
現
在
、
数
軒
の
み
と
な
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
後
継
者
不
在
と
高
齢
化
に
よ
っ
て
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
に
お
い
て
も
和
蝋
燭
の
原
料
と
し
て
の
櫨
の
需
要
が
な
く
な
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
京
都
の
和
蝋
燭
職
人
田
川
広
一
氏
は
、「
和
蝋
燭
は
燃
焼
温
度
が
低
く
洋

蝋
燭
に
比
べ
る
と
オ
レ
ン
ジ
に
近
い
色
で
燃
え
ま
す
。
京
都
の
風
物
詩
で
も
あ
る
芸
子
さ
ん

や
舞
子
さ
ん
が
使
う
白
粉
は
、
こ
の
灯
り
の
下
で
こ
そ
本
来
の
色
を
見
せ
ま
す
。」
と
語
る
。

ま
た
、
植
物
由
来
一
〇
〇
％
の
和
蝋
燭
は
、
パ
ラ
フ
ィ
ン
を
主
成
分
と
し
た
洋
蝋
燭
と
違

い
、
壁
や
天
井
を
汚
す
油
の
か
発
生
が
少
な
く
、
発
生
す
る
煤
も
容
易
に
落
と
す
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
国
宝
の
天
井
画
な
ど
、
貴
重
な
文
化
財
に
囲
ま
れ
た
場
所
で
の
法

要
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
際
に
は
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
葡
萄
櫨
は
他
の
櫨
か
ら
精
製
さ
れ
る
木
蝋
よ
り
融
点
が
高
い
た
め
、
仕
上
げ
工

程
で
あ
る
「
上
掛
け
」
に
使
用
す
る
こ
と
の
出
来
る
優
良
品
種
と
さ
れ
て
い
る
。
葡
萄
櫨
を

上
掛
け
に
使
っ
た
和
蝋
燭
は
、
蝋
燭
特
有
の
「
垂
れ
」
が
お
こ
り
に
く
い
ば
か
り
か
、
他
の

つ
ま
り
、
明
治
時
代
の
『
和
歌
山
県
農
事
調
査
書
』
で
は
、
葡
萄
櫨
を
広
め
た
人
物
が
注

目
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
初
期
の
天
然
記
念
物
指
定
直
前
の
文
献
で
は
、
現
地
で
の
聞
き
取

り
調
査
な
ど
も
ふ
ま
え
て
詳
細
な
記
述
が
な
さ
れ
、
松
瀬
の
吉
瀬
勇
三
の
こ
と
に
も
触
れ
て

い
る
、
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
昭
和
後
期
に
は
、
櫨
の
栽
培
は
衰
退
し
て

い
た
た
め
、『
野
上
町
誌
』
で
は
、
明
治
時
代
の
文
献
を
も
と
に
し
て
簡
潔
な
記
述
が
さ
れ

た
、
と
い
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

六
　
ま
と
め
と
今
後
の
課
題

江
戸
時
代
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
、
紀
州
（
和
歌
山
県
）
北
部
で
は
、
櫨
栽
培
お
よ
び
櫨
の

実
を
加
工
し
た
蝋
燭
製
造
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
と
く
に
、
現
在
の
紀
美
野
町
は
櫨
栽
培

の
中
心
地
と
な
っ
て
い
た
。
紀
美
野
町
志
賀
野
地
区
松
瀬
の
山
林
で
は
、
江
戸
末
期
に
実
が

大
き
い
葡
萄
櫨
が
見
出
さ
れ
た
。
そ
の
原
木
は
、
昭
和
九
年
に
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

た
。
し
か
し
、
昭
和
中
期
以
降
、
櫨
栽
培
が
衰
退
す
る
と
と
も
に
、
原
木
の
存
在
も
忘
れ
ら

れ
て
い
き
、
筆
者
ら
が
調
査
を
開
始
す
る
ま
で
は
枯
死
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
、
地
域
で
の
聞
き
取
り
調
査
、
文
献
調
査
、
写
真
鑑
定
な
ど
を
お
こ
な
う
こ
と
で
、
葡
萄

櫨
の
原
木
は
松
瀬
の
山
林
に
生
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
あ
る
。

『
和
歌
山
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
会
報
告
』
は
「
こ
れ
が
光
輝
あ
る
葡
萄
櫨
の
原

木
か
と
、
見
に
来
た
人
々
を
寂
し
い
思
い
に
さ
せ
て
い
る
」（
筆
者
ら
に
よ
る
現
代
語
）
と

し
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
推
定
し
た
よ
う
に
、
松
瀬
の
山
林
に
残
る
古
木
が
葡
萄
櫨

が
原
木
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
国
内
で
優
良
櫨
の
原
木
が
残
る
の
は
こ
の
一
本
だ
け
あ
る
。
陽

樹
で
あ
る
櫨
は
、
昔
か
ら
里
山
で
行
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
人
間
の
手
で
管
理
し
な
け
れ

ば
、
竹
や
陰
樹
等
に
負
け
て
枯
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
私
た
ち
は
、
こ
の
木
が
も
つ
歴
史
的

価
値
を
考
え
る
と
天
然
記
念
物
あ
る
い
は
文
化
遺
産
と
し
て
守
ら
れ
る
価
値
が
十
分
に
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
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今
後
、
地
権
者
等
が
天
然
記
念
物
再
指
定
を
す
る
た
め
に
は
、
科
学
的
調
査
な
ど
も
お
こ

な
う
必
要
が
あ
る
）
4
（

。
ま
た
、
地
域
の
文
化
を
学
ぶ
り
ら
の
授
業
で
は
、
今
後
、
継
続
し
て
以

下
の
三
点
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
発
見
し
た
木
が
原
木
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
い

と
考
え
て
い
る
）
5
（

。

①
樹
齢
の
年
輪
錐
に
よ
る
測
定

②
『
和
歌
山
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
会
報
告
』
の
写
真
と
現
状
の
照
合

③
根
と
枝
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
比
較

紀
美
野
町
は
葡
萄
櫨
の
原
木
が
発
見
さ
れ
た
場
所
で
あ
り
、
昭
和
中
期
ま
で
は
櫨
栽
培
も

盛
ん
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
洋
蝋
燭
の
流
入
と
照
明
の
電
気
化
に
よ
っ
て
木
蝋
の
需
要
が
急

減
し
た
た
め
、
櫨
を
生
産
・
収
穫
す
る
農
家
は
和
歌
山
県
で
は
現
在
、
数
軒
の
み
と
な
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
後
継
者
不
在
と
高
齢
化
に
よ
っ
て
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
に
お
い
て
も
和
蝋
燭
の
原
料
と
し
て
の
櫨
の
需
要
が
な
く
な
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
京
都
の
和
蝋
燭
職
人
田
川
広
一
氏
は
、「
和
蝋
燭
は
燃
焼
温
度
が
低
く
洋

蝋
燭
に
比
べ
る
と
オ
レ
ン
ジ
に
近
い
色
で
燃
え
ま
す
。
京
都
の
風
物
詩
で
も
あ
る
芸
子
さ
ん

や
舞
子
さ
ん
が
使
う
白
粉
は
、
こ
の
灯
り
の
下
で
こ
そ
本
来
の
色
を
見
せ
ま
す
。」
と
語
る
。

ま
た
、
植
物
由
来
一
〇
〇
％
の
和
蝋
燭
は
、
パ
ラ
フ
ィ
ン
を
主
成
分
と
し
た
洋
蝋
燭
と
違

い
、
壁
や
天
井
を
汚
す
油
の
か
発
生
が
少
な
く
、
発
生
す
る
煤
も
容
易
に
落
と
す
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
国
宝
の
天
井
画
な
ど
、
貴
重
な
文
化
財
に
囲
ま
れ
た
場
所
で
の
法

要
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
際
に
は
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
葡
萄
櫨
は
他
の
櫨
か
ら
精
製
さ
れ
る
木
蝋
よ
り
融
点
が
高
い
た
め
、
仕
上
げ
工

程
で
あ
る
「
上
掛
け
」
に
使
用
す
る
こ
と
の
出
来
る
優
良
品
種
と
さ
れ
て
い
る
。
葡
萄
櫨
を

上
掛
け
に
使
っ
た
和
蝋
燭
は
、
蝋
燭
特
有
の
「
垂
れ
」
が
お
こ
り
に
く
い
ば
か
り
か
、
他
の

つ
ま
り
、
明
治
時
代
の
『
和
歌
山
県
農
事
調
査
書
』
で
は
、
葡
萄
櫨
を
広
め
た
人
物
が
注

目
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
初
期
の
天
然
記
念
物
指
定
直
前
の
文
献
で
は
、
現
地
で
の
聞
き
取

り
調
査
な
ど
も
ふ
ま
え
て
詳
細
な
記
述
が
な
さ
れ
、
松
瀬
の
吉
瀬
勇
三
の
こ
と
に
も
触
れ
て

い
る
、
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
昭
和
後
期
に
は
、
櫨
の
栽
培
は
衰
退
し
て

い
た
た
め
、『
野
上
町
誌
』
で
は
、
明
治
時
代
の
文
献
を
も
と
に
し
て
簡
潔
な
記
述
が
さ
れ

た
、
と
い
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

六
　
ま
と
め
と
今
後
の
課
題

江
戸
時
代
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
、
紀
州
（
和
歌
山
県
）
北
部
で
は
、
櫨
栽
培
お
よ
び
櫨
の

実
を
加
工
し
た
蝋
燭
製
造
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
と
く
に
、
現
在
の
紀
美
野
町
は
櫨
栽
培

の
中
心
地
と
な
っ
て
い
た
。
紀
美
野
町
志
賀
野
地
区
松
瀬
の
山
林
で
は
、
江
戸
末
期
に
実
が

大
き
い
葡
萄
櫨
が
見
出
さ
れ
た
。
そ
の
原
木
は
、
昭
和
九
年
に
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

た
。
し
か
し
、
昭
和
中
期
以
降
、
櫨
栽
培
が
衰
退
す
る
と
と
も
に
、
原
木
の
存
在
も
忘
れ
ら

れ
て
い
き
、
筆
者
ら
が
調
査
を
開
始
す
る
ま
で
は
枯
死
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
、
地
域
で
の
聞
き
取
り
調
査
、
文
献
調
査
、
写
真
鑑
定
な
ど
を
お
こ
な
う
こ
と
で
、
葡
萄

櫨
の
原
木
は
松
瀬
の
山
林
に
生
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
あ
る
。

『
和
歌
山
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
会
報
告
』
は
「
こ
れ
が
光
輝
あ
る
葡
萄
櫨
の
原

木
か
と
、
見
に
来
た
人
々
を
寂
し
い
思
い
に
さ
せ
て
い
る
」（
筆
者
ら
に
よ
る
現
代
語
）
と

し
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
推
定
し
た
よ
う
に
、
松
瀬
の
山
林
に
残
る
古
木
が
葡
萄
櫨

が
原
木
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
国
内
で
優
良
櫨
の
原
木
が
残
る
の
は
こ
の
一
本
だ
け
あ
る
。
陽

樹
で
あ
る
櫨
は
、
昔
か
ら
里
山
で
行
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
人
間
の
手
で
管
理
し
な
け
れ

ば
、
竹
や
陰
樹
等
に
負
け
て
枯
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
私
た
ち
は
、
こ
の
木
が
も
つ
歴
史
的

価
値
を
考
え
る
と
天
然
記
念
物
あ
る
い
は
文
化
遺
産
と
し
て
守
ら
れ
る
価
値
が
十
分
に
あ
る

と
考
え
て
い
る
。



 ― 260 ― 

抹消天然記念物「葡萄櫨の原木」調査報告

の
国
山
林
時
報
』
八
一

神
山
な
ず
な
・
宮
本
遥
香
・
森
川
莉
瑚
・
小
堀
良
太
・
合
志
綾
乃
　
二
〇
一
九
　「
天
然
記

念
物
の
再
指
定
を
目
指
し
て
〜
ブ
ド
ウ
ハ
ゼ
の
原
木
調
査
〜
」『
平
成
二
九
年
度
指
定

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
第
2
年
次
　
課
題
研
究
論
文
集
』
和
歌
山
県
立
向

陽
高
等
学
校

日
下
部
生
　
一
九
三
三
　「
葡
萄
の
櫨
起
源
」『
木
の
国
山
林
時
報
』
九
三

中
里
技
手
　
一
九
三
一
　「
葡
萄
櫨
の
栽
培
」『
木
の
国
山
林
時
報
』
七
七

野
上
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
　
一
九
八
五
　『
野
上
町
誌
　
下
』　
野
上
町

藤
井
弘
章
　
二
〇
一
九
b
　「
和
歌
山
県
に
お
け
る
櫨
の
民
俗
　
―
紀
美
野
町
の
栽
培
・
採

取
を
中
心
に
―
」『
民
俗
文
化
』
三
一

矢
野
眞
由
美
　
二
〇
一
五
　『
櫨
の
道
』　
松
山
櫨
復
活
委
員
会

和
歌
山
県
編
　
一
九
三
四
　『
和
歌
山
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
会
報
告
』
一
三
　
和

歌
山
県
（
同
編
　
一
九
七
四
　『
和
歌
山
県
文
化
財
調
査
報
告
書
　
五
　
和
歌
山
県
史
蹟

名
勝
天
然
記
念
物
調
査
会
報
告
書 

第
一
三
―
一
五
輯
』
歴
史
図
書
社
　
収
録
）

和
歌
山
県
内
務
部
編
　
一
八
九
三
　『
和
歌
山
県
農
事
調
査
書
』
下
　
和
歌
山
県
内
務
部

（
同
編
　
一
九
六
三
　『
明
治
文
献
研
究
シ
リ
ー
ズ 

　
二
　
和
歌
山
縣
農
事
調
査
書 

下
』

明
治
文
献
研
究
会
　
収
録
） 

和
歌
山
県
山
林
会
　
一
九
三
二
　「
櫨
」『
木
の
国
山
林
時
報
』
八
七

（
付
記
）

本
稿
は
、
り
ら
創
造
芸
術
高
等
学
校
の
地
域
デ
ザ
イ
ン
の
授
業
に
お
け
る
調
査
・
活
動
を

も
と
に
、
り
ら
の
生
徒
た
ち
が
ま
と
め
、
授
業
担
当
者
で
あ
る
鞍
雄
介
が
と
り
ま
と
め
た
も

の
が
元
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
原
稿
を
藤
井
弘
章
（
近
畿
大
学
）
が
加
筆
・
修
正
し
て
整
え

た
も
の
で
あ
る
。
調
査
に
は
地
元
の
方
々
や
和
歌
山
県
海
草
振
興
局
農
林
水
産
振
興
部
林
務

品
種
で
は
難
し
い
、
美
し
い
白
さ
も
見
せ
る
た
め
高
い
品
質
の
製
品
と
な
る
と
い
う
。

私
た
ち
は
、
今
後
も
紀
美
野
町
の
葡
萄
櫨
を
見
守
り
続
け
、
そ
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
注
）

（
1
）「
和
歌
山
県
告
示
第
三
六
〇
号
」（
昭
和
九
年
九
月
四
日
発
行
の
『
和
歌
山
県
報
第
一

〇
四
号
』
掲
載
）
に
よ
る
。

（
2
）
昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
）
の
和
歌
山
県
文
化
財
保
護
条
例
制
定
時
に
、
附
則
と
し

て
経
過
規
定
が
設
け
ら
れ
、
昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
）
三
月
三
一
日
ま
で
は
指
定

文
化
財
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、「
葡
萄
櫨
ノ
原
木
」
に
つ
い
て
は
再
指
定

の
申
請
が
な
か
っ
た
た
め
、
同
年
四
月
一
日
に
指
定
が
自
動
解
除
さ
れ
た
。

（
3
）
こ
の
聞
き
取
り
内
容
は
、〔
藤
井
　
二
〇
一
九
b
〕
に
掲
載
し
て
い
る
。

（
4
）
和
歌
山
県
立
向
陽
高
等
学
校
の
生
徒
に
よ
っ
て
遺
伝
子
分
析
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
成
果
は
、
最
近
、〔
神
山
ほ
か
　
二
〇
一
九
〕
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）
平
成
二
九
年
（
二
〇
一
七
）
一
二
月
二
〇
日
時
点
で
の
課
題
で
あ
り
、
そ
の
後
、
調

査
は
進
展
し
て
い
る
。

 （
引
用
・
参
考
文
献
）

有
園
重
　
一
九
三
七
　「
櫨
の
栽
培
と
木
蝋
に
つ
い
て
」『
木
の
国
山
林
時
報
』
一
三
九

佐
藤
鋠
五
郎
・
薗
部
一
郎
・
宮
田
長
次
郎
・
宮
田
重
明
・
寺
尾
辰
之
助
・
徳
川
宗
敬
・
伊
吹

哲
夫
・
渡
辺
全
・
川
添
孝
蔵
・
依
田
貞
種
・
村
山
喜
一
郎
・
内
海
一
雄
・
福
谷
芳
三
郎
・

大
谷
鉄
次
郎
・
三
村
鐘
三
郎
・
三
浦
伊
八
郎
・
白
澤
保
美
・
平
岡
梓
・
館
野
英
　
一
九
三

二
　「
特
用
樹
種
栽
培
奨
励
座
談
会
　
第
一
回
　
其
二
　
木
蝋
の
用
途
と
櫨
の
栽
培
」『
木
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漸
ク
善
吉
ノ
素
望
ヲ
達
ス
ヘ
キ
端
緒
ヲ
開
ク
ニ
至
レ
リ

抑
モ
該
樹
ハ
山
岸
水
畔
林
麓
堤
披
所
ト
シ
テ
適
セ
サ
ル
ノ
地
ナ
ク
磽
确
碡
碌
ノ
地
ト
雖
モ
尚

能
ク
繁
茂
シ
敢
テ
肥
沃
ノ
田
圃
ヲ
要
ス
ル
ニ
ア
ラ
ス
又
接
木
ニ
敢
テ
良
砧
ヲ
選
マ
ス
栽
培
容

易
ニ
シ
テ
収
利
多
ク
他
樹
ノ
能
ク
及
フ
所
ニ
非
ラ
サ
レ
ハ
前
日
ノ
迷
霧
一
朝
ニ
飛
散
シ
各
地

争
フ
テ
栽
培
ニ
従
事
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
タ
レ
ハ
忽
チ
国
内
ニ
普
及
シ
数
百
ノ
村
落
櫨
樹
ヲ
見

サ
ル
ノ
地
ナ
キ
ニ
至
リ
製
蝋
者
又
各
地
ニ
興
リ
国
益
大
ニ
開
ク
ル
ニ
至
レ
リ
爰
ニ
至
リ
善
吉

ノ
素
志
全
ク
成
レ
リ
其
功
労
実
ニ
重
且
大
ナ
リ
シ
爾
来
其
栽
製
ノ
業
ヲ
開
カ
ン
ト
欲
ス
ル
モ

ノ
ハ
先
ツ
願
書
ヲ
善
吉
ノ
手
許
ニ
致
シ
同
人
ノ
副
申
ニ
依
リ
テ
藩
庁
之
カ
許
否
ヲ
為
セ
シ
ト

蓋
シ
善
吉
ノ
功
ヲ
重
ン
シ
タ
ル
ニ
依
ル
ト
云
フ
是
レ
本
県
櫨
栽
培
ノ
濫
觴
ナ
リ
ト
ス

善
吉
元
禄
七
年
ニ
生
レ
明
和
四
年
寿
ヲ
以
終
焉
享
年
七
十
有
三
后
年
皆
同
人
ノ
功
徳
ヲ
追
慕

シ
地
人
相
議
シ
相
謀
リ
安
永
八
年
有
田
郡
藤
並
村
大
顔
神
社
境
内
ニ
祠
宇
ヲ
建
テ
又
箕
島
村

築
地
神
社
ニ
其
霊
ヲ
合
祀
シ
共
ニ
田
中
神
社
ト
称
ヘ
今
尚
歳
時
礼
祀
シ
以
テ
報
本
ノ
意
ヲ
表

セ
リ
ト
云
フ
又
子
孫
相
継
テ
能
ク
善
吉
ノ
遺
志
ヲ
絶
タ
ス
常
ニ
殖
産
ニ
意
ヲ
傾
ケ
怠
ル
コ
ト

ナ
カ
リ
シ
カ
明
治
十
七
年
十
月
政
府
善
吉
ノ
功
績
ヲ
追
賞
シ
其
裔
田
中
善
之
助
ニ
金
五
捨
円

ヲ
賞
賜
シ
閭
門
ニ
表
彰
セ
ラ
ル
人
皆
之
ヲ
栄
ト
セ
リ

延
享
三
年
ノ
頃
田
辺
治
下
ニ
オ
イ
テ
モ
京
都
ノ
人
大
黒
平
左
衛
門
策
ヲ
建
テ
藩
主
ニ
請
フ
所

ア
リ
テ
大
ニ
櫨
樹
栽
培
ニ
心
ヲ
用
ユ
ル
者
起
リ
数
年
ナ
ラ
ス
シ
テ
提
塘
山
麓
到
ル
処
櫨
樹
ノ

繁
茂
ヲ
見
ル
ニ
到
レ
リ
ト
云
フ
（
延
享
三
年
ハ
田
中
善
吉
カ
初
メ
テ
櫨
苗
ヲ
移
植
シ
国
内
繁
殖
ニ
着
手

シ
タ
ル
后
五
六
年
ナ
リ
シ
ヲ
以
テ
善
吉
カ
勧
奨
ニ
起
因
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
）

初
善
吉
ガ
熱
心
ト
藩
庁
ノ
保
護
ト
ニ
依
リ
櫨
ノ
栽
培
ハ
逐
年
蕃
殖
ノ
一
途
ニ
傾
キ
蝋
燭
ノ
販

路
益
々
開
ケ
収
利
愈
々
多
キ
ヲ
加
フ
ル
ニ
随
ヒ
弊
害
亦
茲
ニ
起
リ
粗
製
濫
造
ノ
声
関
東
ニ
喧

シ
ク
声
価
頓
ニ
低
落
シ
需
用
大
ニ
減
縮
シ
嘉
永
安
政
ノ
頃
ハ
殆
ン
ト
廃
絶
ノ
姿
ト
ナ
リ
頗
ル

櫨
実
ノ
価
格
ニ
影
響
シ
栽
培
者
大
ニ
顧
慮
ノ
傾
ア
リ
而
シ
テ
維
新
前
后
ニ
至
リ
藩
札
一
■
動

ト
大
坂
金
相
場
ノ
乱
高
下
ニ
テ
上
方
取
引
ノ
他
ノ
商
業
者
ハ
皆
失
敗
非
常
ノ
損
害
ヲ
被
リ
シ

課
を
は
じ
め
、
和
歌
山
県
教
育
庁
生
涯
学
習
局
文
化
遺
産
課
な
ど
の
協
力
を
得
た
。
お
世
話

に
な
っ
た
す
べ
て
の
方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

〈
資
料
編
〉

① 『
和
歌
山
県
農
事
調
査
書
』
下 p38-40.

一 

沿
革

　
　櫨

当
県
櫨
実
及
製
蝋
ノ
名
声
夙
ニ
世
ニ
高
ク
県
内
物
産
中
重
要
ノ
位
置
ヲ
占
ム
ル
ハ
皆
人
ノ
知

ル
所
今
栽
培
等
ノ
起
原
ヲ
尋
ヌ
ル
ニ
今
ヲ
距
ル
凡
百
五
十
余
年
前
有
田
郡
箕
嶋
村

　今
ハ
宮

崎
村
ニ
属
ス

　ニ
田
中
善
吉
ト
云
フ
モ
ノ
ア
リ
資
性
淳
厚
世
々
農
ヲ
業
ト
シ
傍
ラ
各
地
ニ
航

行
シ
兼
テ
商
ヲ
営
ミ
シ
カ
就
中
種
芸
ニ
心
ヲ
傾
ケ
興
産
ノ
志
最
モ
厚
カ
リ
シ
カ
ハ
元
文
元
年

藩
庁
ハ
同
人
ニ
命
ヲ
下
シ
九
州
ニ
航
シ
甘
蔗
苗
ヲ
要
メ
シ
ム
善
吉
命
ヲ
奉
シ
直
ニ
同
地
ニ
航

セ
シ
カ
到
ル
処
櫨
樹
ヲ
栽
培
シ
其
利
益
ヲ
収
ム
ル
コ
ト
多
キ
ヲ
見
聞
シ
心
窃
カ
ニ
喜
ン
テ
以

為
ク
此
地
我
紀
州
ト
気
候
大
差
ナ
シ
之
ヲ
移
植
セ
ハ
必
ラ
ス
能
ク
繁
茂
シ
我
国
産
ヲ
増
殖
ス

ル
コ
ト
疑
ナ
カ
ル
ヘ
シ
ト
因
テ
薩
摩
ノ
国
ニ
於
テ
良
種
若
干
ヲ
選
択
シ
携
帯
帰
国
シ
村
内
字

赤
岩
ナ
ル
地
ヲ
選
ヒ
之
ニ
試
植
シ
刻
苦
培
養
敢
テ
怠
ラ
サ
リ
シ
カ
樹
々
年
ヲ
遂
テ
繁
茂
シ
子

実
ヲ
結
フ
コ
ト
亦
多
カ
リ
ケ
レ
ハ
且
搾
リ
且
晒
シ
其
品
質
ヲ
検
ス
ル
ニ
頗
ル
善
良
ニ
シ
テ
能

ク
我
地
ニ
適
ス
ル
ヲ
確
認
シ
益
繁
殖
シ
大
ニ
国
産
ヲ
開
発
セ
ン
コ
ト
ヲ
企
図
シ
状
ヲ
具
シ
藩

主
ニ
請
フ
所
ア
リ
シ
ニ
大
ニ
嘉
納
セ
ラ
レ
延
享
二
丑
年
以
来
村
内
産
出
ス
ル
所
ノ
櫨
実
或
苗

木
ヲ
国
中
各
所
ニ
配
付
シ
自
カ
ラ
東
西
ニ
奔
走
シ
其
労
苦
ヲ
厭
ハ
サ
ル
而
已
ナ
ラ
ス
栽
培
及

製
蝋
ノ
法
ヲ
伝
へ
毫
モ
吝
ム
所
ナ
ク
勧
奨
懇
切
至
ラ
サ
ル
所
無
カ
リ
シ
モ
人
或
ハ
其
利
益
ナ

キ
ヲ
疑
ヒ
強
抗
之
ヲ
拒
ミ
敢
テ
栽
植
ス
ル
コ
ト
ヲ
欲
セ
サ
ル
而
已
ナ
ラ
ス
或
ハ
障
害
ヲ
試
ミ

窃
リ
ニ
其
蕃
殖
ヲ
妨
ケ
シ
モ
ノ
ア
リ
シ
モ
善
吉
毫
モ
怒
ラ
ス
愈
々
懇
切
ニ
誘
導
ヲ
事
ト
シ
一

日
モ
懈
ル
所
無
カ
リ
ケ
レ
ハ
数
年
ノ
后
皆
善
吉
ノ
懇
諭
ニ
服
シ
漸
ク
栽
培
ヲ
試
ミ
ル
ニ
至
リ
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漸
ク
善
吉
ノ
素
望
ヲ
達
ス
ヘ
キ
端
緒
ヲ
開
ク
ニ
至
レ
リ

抑
モ
該
樹
ハ
山
岸
水
畔
林
麓
堤
披
所
ト
シ
テ
適
セ
サ
ル
ノ
地
ナ
ク
磽
确
碡
碌
ノ
地
ト
雖
モ
尚

能
ク
繁
茂
シ
敢
テ
肥
沃
ノ
田
圃
ヲ
要
ス
ル
ニ
ア
ラ
ス
又
接
木
ニ
敢
テ
良
砧
ヲ
選
マ
ス
栽
培
容

易
ニ
シ
テ
収
利
多
ク
他
樹
ノ
能
ク
及
フ
所
ニ
非
ラ
サ
レ
ハ
前
日
ノ
迷
霧
一
朝
ニ
飛
散
シ
各
地

争
フ
テ
栽
培
ニ
従
事
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
タ
レ
ハ
忽
チ
国
内
ニ
普
及
シ
数
百
ノ
村
落
櫨
樹
ヲ
見

サ
ル
ノ
地
ナ
キ
ニ
至
リ
製
蝋
者
又
各
地
ニ
興
リ
国
益
大
ニ
開
ク
ル
ニ
至
レ
リ
爰
ニ
至
リ
善
吉

ノ
素
志
全
ク
成
レ
リ
其
功
労
実
ニ
重
且
大
ナ
リ
シ
爾
来
其
栽
製
ノ
業
ヲ
開
カ
ン
ト
欲
ス
ル
モ

ノ
ハ
先
ツ
願
書
ヲ
善
吉
ノ
手
許
ニ
致
シ
同
人
ノ
副
申
ニ
依
リ
テ
藩
庁
之
カ
許
否
ヲ
為
セ
シ
ト

蓋
シ
善
吉
ノ
功
ヲ
重
ン
シ
タ
ル
ニ
依
ル
ト
云
フ
是
レ
本
県
櫨
栽
培
ノ
濫
觴
ナ
リ
ト
ス

善
吉
元
禄
七
年
ニ
生
レ
明
和
四
年
寿
ヲ
以
終
焉
享
年
七
十
有
三
后
年
皆
同
人
ノ
功
徳
ヲ
追
慕

シ
地
人
相
議
シ
相
謀
リ
安
永
八
年
有
田
郡
藤
並
村
大
顔
神
社
境
内
ニ
祠
宇
ヲ
建
テ
又
箕
島
村

築
地
神
社
ニ
其
霊
ヲ
合
祀
シ
共
ニ
田
中
神
社
ト
称
ヘ
今
尚
歳
時
礼
祀
シ
以
テ
報
本
ノ
意
ヲ
表

セ
リ
ト
云
フ
又
子
孫
相
継
テ
能
ク
善
吉
ノ
遺
志
ヲ
絶
タ
ス
常
ニ
殖
産
ニ
意
ヲ
傾
ケ
怠
ル
コ
ト

ナ
カ
リ
シ
カ
明
治
十
七
年
十
月
政
府
善
吉
ノ
功
績
ヲ
追
賞
シ
其
裔
田
中
善
之
助
ニ
金
五
捨
円

ヲ
賞
賜
シ
閭
門
ニ
表
彰
セ
ラ
ル
人
皆
之
ヲ
栄
ト
セ
リ

延
享
三
年
ノ
頃
田
辺
治
下
ニ
オ
イ
テ
モ
京
都
ノ
人
大
黒
平
左
衛
門
策
ヲ
建
テ
藩
主
ニ
請
フ
所

ア
リ
テ
大
ニ
櫨
樹
栽
培
ニ
心
ヲ
用
ユ
ル
者
起
リ
数
年
ナ
ラ
ス
シ
テ
提
塘
山
麓
到
ル
処
櫨
樹
ノ

繁
茂
ヲ
見
ル
ニ
到
レ
リ
ト
云
フ
（
延
享
三
年
ハ
田
中
善
吉
カ
初
メ
テ
櫨
苗
ヲ
移
植
シ
国
内
繁
殖
ニ
着
手

シ
タ
ル
后
五
六
年
ナ
リ
シ
ヲ
以
テ
善
吉
カ
勧
奨
ニ
起
因
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
）

初
善
吉
ガ
熱
心
ト
藩
庁
ノ
保
護
ト
ニ
依
リ
櫨
ノ
栽
培
ハ
逐
年
蕃
殖
ノ
一
途
ニ
傾
キ
蝋
燭
ノ
販

路
益
々
開
ケ
収
利
愈
々
多
キ
ヲ
加
フ
ル
ニ
随
ヒ
弊
害
亦
茲
ニ
起
リ
粗
製
濫
造
ノ
声
関
東
ニ
喧

シ
ク
声
価
頓
ニ
低
落
シ
需
用
大
ニ
減
縮
シ
嘉
永
安
政
ノ
頃
ハ
殆
ン
ト
廃
絶
ノ
姿
ト
ナ
リ
頗
ル

櫨
実
ノ
価
格
ニ
影
響
シ
栽
培
者
大
ニ
顧
慮
ノ
傾
ア
リ
而
シ
テ
維
新
前
后
ニ
至
リ
藩
札
一
■
動

ト
大
坂
金
相
場
ノ
乱
高
下
ニ
テ
上
方
取
引
ノ
他
ノ
商
業
者
ハ
皆
失
敗
非
常
ノ
損
害
ヲ
被
リ
シ

課
を
は
じ
め
、
和
歌
山
県
教
育
庁
生
涯
学
習
局
文
化
遺
産
課
な
ど
の
協
力
を
得
た
。
お
世
話

に
な
っ
た
す
べ
て
の
方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

〈
資
料
編
〉

① 『
和
歌
山
県
農
事
調
査
書
』
下 p38-40.

一 

沿
革

　
　櫨

当
県
櫨
実
及
製
蝋
ノ
名
声
夙
ニ
世
ニ
高
ク
県
内
物
産
中
重
要
ノ
位
置
ヲ
占
ム
ル
ハ
皆
人
ノ
知

ル
所
今
栽
培
等
ノ
起
原
ヲ
尋
ヌ
ル
ニ
今
ヲ
距
ル
凡
百
五
十
余
年
前
有
田
郡
箕
嶋
村

　今
ハ
宮

崎
村
ニ
属
ス

　ニ
田
中
善
吉
ト
云
フ
モ
ノ
ア
リ
資
性
淳
厚
世
々
農
ヲ
業
ト
シ
傍
ラ
各
地
ニ
航

行
シ
兼
テ
商
ヲ
営
ミ
シ
カ
就
中
種
芸
ニ
心
ヲ
傾
ケ
興
産
ノ
志
最
モ
厚
カ
リ
シ
カ
ハ
元
文
元
年

藩
庁
ハ
同
人
ニ
命
ヲ
下
シ
九
州
ニ
航
シ
甘
蔗
苗
ヲ
要
メ
シ
ム
善
吉
命
ヲ
奉
シ
直
ニ
同
地
ニ
航

セ
シ
カ
到
ル
処
櫨
樹
ヲ
栽
培
シ
其
利
益
ヲ
収
ム
ル
コ
ト
多
キ
ヲ
見
聞
シ
心
窃
カ
ニ
喜
ン
テ
以

為
ク
此
地
我
紀
州
ト
気
候
大
差
ナ
シ
之
ヲ
移
植
セ
ハ
必
ラ
ス
能
ク
繁
茂
シ
我
国
産
ヲ
増
殖
ス

ル
コ
ト
疑
ナ
カ
ル
ヘ
シ
ト
因
テ
薩
摩
ノ
国
ニ
於
テ
良
種
若
干
ヲ
選
択
シ
携
帯
帰
国
シ
村
内
字

赤
岩
ナ
ル
地
ヲ
選
ヒ
之
ニ
試
植
シ
刻
苦
培
養
敢
テ
怠
ラ
サ
リ
シ
カ
樹
々
年
ヲ
遂
テ
繁
茂
シ
子

実
ヲ
結
フ
コ
ト
亦
多
カ
リ
ケ
レ
ハ
且
搾
リ
且
晒
シ
其
品
質
ヲ
検
ス
ル
ニ
頗
ル
善
良
ニ
シ
テ
能

ク
我
地
ニ
適
ス
ル
ヲ
確
認
シ
益
繁
殖
シ
大
ニ
国
産
ヲ
開
発
セ
ン
コ
ト
ヲ
企
図
シ
状
ヲ
具
シ
藩

主
ニ
請
フ
所
ア
リ
シ
ニ
大
ニ
嘉
納
セ
ラ
レ
延
享
二
丑
年
以
来
村
内
産
出
ス
ル
所
ノ
櫨
実
或
苗

木
ヲ
国
中
各
所
ニ
配
付
シ
自
カ
ラ
東
西
ニ
奔
走
シ
其
労
苦
ヲ
厭
ハ
サ
ル
而
已
ナ
ラ
ス
栽
培
及

製
蝋
ノ
法
ヲ
伝
へ
毫
モ
吝
ム
所
ナ
ク
勧
奨
懇
切
至
ラ
サ
ル
所
無
カ
リ
シ
モ
人
或
ハ
其
利
益
ナ

キ
ヲ
疑
ヒ
強
抗
之
ヲ
拒
ミ
敢
テ
栽
植
ス
ル
コ
ト
ヲ
欲
セ
サ
ル
而
已
ナ
ラ
ス
或
ハ
障
害
ヲ
試
ミ

窃
リ
ニ
其
蕃
殖
ヲ
妨
ケ
シ
モ
ノ
ア
リ
シ
モ
善
吉
毫
モ
怒
ラ
ス
愈
々
懇
切
ニ
誘
導
ヲ
事
ト
シ
一

日
モ
懈
ル
所
無
カ
リ
ケ
レ
ハ
数
年
ノ
后
皆
善
吉
ノ
懇
諭
ニ
服
シ
漸
ク
栽
培
ヲ
試
ミ
ル
ニ
至
リ
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漸
ク
八
貫
目
ヲ
得
タ
リ
シ
カ
其
形
状
恰
カ
モ
葡
萄
ニ
類
似
セ
シ
テ
以
テ
両
人
等
相
謀
リ
之
二

葡
萄
櫨
ノ
名
称
ヲ
命
シ
タ
リ
ト
云
フ

爾
来
培
養
ニ
力
ヲ
尽
シ
慶
応
三
年
拾
五
貫
目
明
治
元
年
三
拾
貫
目
明
治
五
年
ニ
百
五
拾
貫
目

明
治
十
年
ニ
ハ
終
ニ
五
百
貫
目
ノ
多
キ
ヲ
得
ル
ニ
至
リ
シ
カ
ハ
茲
ニ
至
リ
忠
兵
衛
等
蝋
油
ノ

搾
取
ヲ
試
ミ
ケ
ル
ニ
子
実
拾
貫
目
ニ
付
製
蝋
二
貫
七
百
目
乃
至
二
貫
九
百
目
ノ
多
キ
ア
リ
加

フ
ル
ニ
該
蝋
ハ
白
色
ニ
シ
テ
少
シ
ク
青
色
ヲ
帯
ヒ
光
沢
極
メ
テ
美
麗
ニ
シ
テ
普
通
ノ
蝋
ニ
超

絶
ス
ル
コ
ト
非
常
ナ
リ
ケ
レ
ハ
之
ヲ
価
ニ
試
ミ
シ
ニ
普
通
ノ
種
類
ヨ
リ
一
倍
余
ノ
貴
価
ヲ
見

ル
ニ
至
リ
シ
カ
ハ
甲
聞
キ
乙
ニ
伝
へ
此
種
ノ
貴
重
ナ
ル
コ
ト
忽
チ
近
隣
ノ
普
ク
知
シ
所
ト
ハ

ナ
リ
キ
而
シ
テ
明
治
某
年
那
賀
郡
某
カ
有
田
郡
市
場
村
川
島
平
右
衛
門
ノ
父
某
ニ
二
本
ノ
苗

木
ヲ
分
与
セ
シ
カ
同
郡
箕
島
村
田
中
善
吉
ノ
裔
善
之
助
ノ
父
善
左
衛
門
ナ
ル
モ
ノ
明
治
十
二

年
平
右
衛
門
ノ
父
某
ニ
而
セ
シ
ト
キ
談
会
マ
該
櫨
樹
ノ
コ
ト
ニ
及
ヒ
其
一
本
ヲ
分
与
ス
ル
ニ

至
リ
シ
カ
ハ
善
右
衛
門
殊
ニ
注
意
栽
培
怠
ラ
サ
リ
シ
カ
其
結
実
ス
ル
ニ
及
ヒ
形
状
等
聞
ク
所

ニ
異
ナ
ラ
ス
意
外
ノ
良
種
ヲ
得
タ
ル
ヲ
喜
ヒ
大
ニ
之
カ
蕃
殖
ヲ
図
リ
其
子
実
及
製
蝋
ヲ
大
日

本
農
会
第
四
回
農
産
品
評
会
ニ
出
品
セ
シ
ニ
本
会
ハ
之
ヲ
優
等
ト
シ
会
頭
ヨ
リ
三
等
賞
ヲ
善

左
衛
門
ニ
下
付
ス
ル
ニ
至
リ
シ
カ
之
ヨ
リ
葡
萄
櫨
ノ
名
声
忽
チ
全
国
ニ
博
シ
賞
賛
極
リ
ナ
ク

随
テ
其
種
苗
ヲ
要
望
ス
ル
モ
ノ
愈
々
急
ニ
益
々
切
ナ
リ
シ
モ
如
何
セ
ン
該
種
ノ
発
見
尚
浅
ク

県
内
元
産
地
ニ
於
ケ
ル
モ
僅
々
其
種
苗
ノ
蕃
殖
ニ
着
手
セ
ル
迄
ニ
テ
未
ダ
博
ク
之
ヲ
販
売
ス

ル
ニ
由
ナ
ク
往
々
之
ヲ
謝
絶
ス
ル
コ
ト
ナ
リ
シ
カ
之
ヨ
リ
各
地
種
苗
ノ
蕃
殖
ニ
従
事
ス
ル
者

続
々
輩
出
シ
毎
年
他
ニ
輸
出
ス
ル
モ
ノ
数
万
本
ノ
多
キ
ニ
至
レ
リ
殊
ニ
九
州
又
ハ
四
国
地
方

ヨ
リ
苗
木
ヲ
要
望
ス
ル
モ
ノ
益
多
ク
シ
テ
那
賀
有
田
名
草
ノ
各
郡
産
苗
ヲ
以
テ
ス
ラ
其
需
用

ニ
供
給
ス
ル
ニ
足
ラ
サ
リ
ケ
レ
ハ
此
間
ニ
忽
チ
奸
商
ノ
起
ル
ア
リ
巧
ニ
世
人
ヲ
欺
騙
シ
悪
種

ノ
苗
ヲ
輸
出
シ
奇
利
ヲ
貧
ル
ニ
至
リ
今
尚
之
カ
弊
害
ヲ
除
ク
ヲ
得
サ
ル
有
様
ト
ハ
ナ
リ
キ

（
俗
ニ
鬼
櫨
ト
称
ス
ル
一
種
悪
性
自
然
生
ノ
櫨
ア
リ
其
樹
其
実
ト
モ
ニ
葡
萄
櫨
ニ
類
似
シ
其
道
ノ
モ
ノ
ニ
ア
リ

テ
モ
容
易
ニ
之
ヲ
識
別
ス
ル
ニ
難
シ
ト
云
フ
）
如
斯
有
様
ナ
リ
ケ
レ
ハ
毎
年
枝
ヲ
伐
リ
接
木
用
ニ
供

カ
独
リ
製
蝋
者
ハ
渾
テ
江
戸
送
リ
ナ
ル
ヲ
以
テ
金
相
場
ニ
高
下
ナ
ク
即
金
壱
両
六
十
匁
ナ
リ

シ
（
当
時
大
坂
相
場
ハ
時
々
変
動
ア
リ
タ
ル
モ
大
体
ハ
凡
二
百
五
十
匁
内
外
ナ
リ
）
故
ニ
六
金
ニ
テ
物
品

ヲ
仕
切
正
金
ヲ
入
手
セ
シ
ヨ
リ
非
常
ノ
利
益
ヲ
得
再
ヒ
製
蝋
ノ
盛
運
ニ
向
ヒ
櫨
実
ノ
価
亦
随

テ
騰
貴
セ
シ
カ
爾
来
頻
年
販
路
ヲ
減
縮
シ
明
治
七
八
年
以
降
再
ヒ
衰
頽
ノ
惨
況
ニ
陥
リ
タ
リ

其
原
因
一
二
ニ
止
マ
ラ
サ
ル
ヘ
シ
ト
雖
モ
今
其
二
三
ヲ
挙
レ
ハ
第
一
濫
製
ノ
弊
害
第
二
■
蝋

燭
儒
用
ノ
多
キ
ヲ
加
ヘ
タ
ル
コ
ト
第
三
鬢
付
油
需
用
ノ
減
少
（
結
髪
ノ
廃
絶
ニ
因
ル
）
等
ハ
其

最
モ
重
ナ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
当
時
製
蝋
者
ハ
挙
テ
廃
業
ニ
帰
ス
ル
ノ
勢
ト
ハ
ナ
レ
リ
然
レ
共
又

数
年
ナ
ラ
ス
シ
テ
晒
蝋
ノ
外
国
輸
出
ノ
路
開
ケ
シ
以
来
稍
ヤ
気
配
ヲ
挽
回
シ
目
下
旧
時
ノ
盛

況
ニ
復
セ
ス
ト
雖
モ
漸
ク
命
脈
ヲ
維
持
シ
全
ク
廃
絶
ノ
衰
況
ヲ
見
サ
ル
ニ
至
レ
リ

茲
ニ
又
一
種
葡
萄
櫨
ト
称
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
頗
ル
良
種
ニ
シ
テ
近
年
専
ラ
該
種
ニ
改
良
ス
ル
コ

ト
ヲ
強
メ
リ

抑
葡
萄
櫨
ナ
ル
名
ハ
其
実
粒
大
ニ
シ
テ
光
沢
ア
リ
形
状
恰
カ
モ
葡
萄
ニ
類
セ
ル
ヲ
以
テ
此
名

ア
リ
ト
云
フ
其
濫
觴
ス
ル
処
ヲ
尋
ヌ
ル
ニ
今
ヲ
距
ル
三
十
六
年
前
嘉
永
五
子
年
那
賀
郡
野
上

樋
下
村

　今
ハ
下
神
野
村
ニ
属
ス

　ニ
大
西
健
之
助
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
同
人
ノ
所
有
山
畑
ニ
於
テ

普
通
櫨
樹
ニ
異
ナ
リ
テ
葉
ノ
稍
大
ナ
ル
一
種
天
然
ニ
生
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
発
見
シ
之
ヲ
奇
ト
シ

試
ニ
自
カ
ラ
之
ヲ
培
養
セ
シ
ニ
五
年
ノ
后
安
政
三
辰
年
初
メ
テ
五
房
ノ
実
ヲ
結
ヒ
ケ
ル
カ
其

房
長
ク
子
実
最
大
キ
ク
登
熟
ノ
季
節
ニ
及
ヘ
ハ
外
皮
ハ
薄
黒
色
ヲ
帯
ヒ
テ
白
粉
ヲ
付
着
シ
極

メ
テ
美
麗
ナ
ル
ヲ
見
テ
茲
ニ
奇
異
ノ
思
ヲ
興
シ
爾
来
培
養
怠
ラ
サ
リ
シ
カ
年
々
豊
熟
ニ
雌
雄

ナ
ク
歳
々
収
穫
ヲ
増
加
セ
シ
ト
雖
モ
僅
カ
ニ
一
樹
ノ
結
実
脂
油
ノ
多
寡
品
質
ノ
良
否
ヲ
試
験

ス
ル
ニ
由
シ
ナ
ク
空
シ
ク
歳
月
ヲ
経
過
せ
シ
カ
同
郡
神
野
市
場
村

　今
ハ
下
神
野
ニ
属
ス

　ニ

森
田
忠
兵
衛
ナ
ル
モ
ノ
ア
常
ニ
農
事
ニ
志
厚
キ
モ
ノ
ナ
リ
ケ
レ
ハ
此
事
ヲ
聞
キ
該
樹
ノ
栽
培

及
蝋
分
ノ
多
寡
ト
品
質
ノ
良
否
ト
ヲ
試
ミ
ン
ト
シ
去
ル
万
延
元
申
年
所
有
山
凡
三
反
歩
ヲ
開

墾
シ
文
久
元
酉
年
是
ニ
台
苗
二
百
有
余
本
ヲ
植
付
ケ
同
三
亥
年
大
西
健
之
助
ニ
図
リ
該
樹
ノ

枝
ヲ
要
ト
シ
テ
漸
次
接
木
セ
シ
カ
三
年
ノ
后
慶
応
元
丑
年
初
メ
テ
実
ヲ
結
ヒ
翌
寅
年
ノ
収
穫
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に
な
る
を
奇
と
し
当
時
櫨
樹
の
栽
培
、
稍
衰
退
せ
る
折
柄
な
る
に
不
拘
努
め
て
之
を
保
護
し

置
き
た
る
も
進
ん
で
増
殖
に
努
め
た
る
事
実
な
し
。

　註

　現
在
の
当
主
は
吉
瀬
善
次
郎
氏
は
勇
三
氏
の
孫
に
当
り
そ
の
母
に
し
て
勇
三
氏
の
女

（
明
治
元
年
生
）
は
そ
の
頃
の
事
情
の
聞
伝
へ
を
語
り
て
曰
く

　「勇
三
氏
（
明
治
六
年
六
十
に
一
歳
に
て
死
亡
）
の
若
年
の
頃
家
敷
近
く
の
山
辺
の
一
本

の
櫨
天
生
せ
る
を
発
見
し
た
り
、
多
分
鳥
類
の
運
び
た
る
種
子
の
発
芽
せ
る
も
の
な
ら
ん
も

そ
の
を
実
は
普
通
の
櫨
と
異
り
て
頗
る
大
な
る
も
の
な
る
し
以
て
他
の
櫨
は
多
く
切
り
た
る

に
不
拘
特
に
保
護
し
、
間
も
な
く
道
敷
と
な
れ
る
を
以
て
之
を
現
在
の
上
に
移
植
し
た
り
」

　そ
の
後
嘉
永
五
年
に
那
賀
郡
野
る
樋
下
村
（
今
の
下
神
野
村
樋
下
）
に
大
西
健
之
助
な
■

も
の
あ
り
て
櫨
樹
栽
培
に
心
あ
り
し
を
以
て
所
用
の
為
前
記
松
瀬
に
至
り
て
、
優
良
櫨
あ
る

を
知
り
之
が
接
穂
を
取
り
て
初
め
て
在
来
樹
に
接
木
を
な
せ
り

　註

　勇
三
氏
の
女
の
語
る
所
に
よ
れ
ば
大
西
家
は
元
、
松
瀬
に
あ
り
て
、
樋
下
に
移
住
し

た
る
も
の
に
し
て
同
家
の
墓
は
今
尚
松
瀬
に
あ
る
も
の
あ
り
、
か
か
る
縁
由
に
よ
り
同
地
に

行
く
機
会
あ
り
て
優
良
櫨
の
あ
る
を
知
り
彼
ば
自
家
に
相
当
の
櫨
樹
畑
を
有
し
た
る
た
め
、

之
を
自
家
櫨
畑
の
接
木
を
企
図
し
た
る
な
り
尚
現
在
大
西
健
之
助
の
次
男
に
当
る
も
の
坂
口

光
之
助
、
猿
川
村
松
ヶ
峰
に
あ
り
之
に
就
き
て
聞
く
も
略
同
様
の
事
実
を
述
べ
た
り
。

　此
事
実
に
関
し
て
「
和
歌
山
県
農
事
調
査
書
」
に
よ
れ
ば
「
嘉
永
五
子
年
那
賀
郡
野
上
樋

下
村
に
大
西
健
之
助
な
る
も
の
あ
り
同
人
の
所
有
山
畑
に
お
い
て
普
通
櫨
樹
と
異
り
て
葉
の

稍
大
な
る
一
種
天
然
に
生
し
た
る
も
の
を
発
見
し
之
を
を
奇
と
し
試
み
に
自
ら
之
を
培
養
せ

し
に
」
云
々
と
あ
る
同
人
の
所
有
山
畑
に
お
い
て
採
り
し
こ
と
は
本
調
査
の
届
か
ざ
る
も
の

の
み
に
し
て
地
方
の
古
老
の
言
を
綜
合
す
れ
ば
明
ら
に
し
て
や
は
り
吉
瀬
家
の
所
有
地
に
未

生
せ
る
も
の
よ
り
取
り
た
る
も
の
な
し

　唯
同
氏
が
初
め
て
之
を
接
木
し
増
殖
普
及
の
緒
を
開
き
た
る
は
疑
を
容
れ
ざ
る
所
な
り
。

　そ
の
後
の
経
過
に
付
き
農
事
調
査
書
の
記
す
る
所
に
よ
れ
ば
「
そ
の
後
五
年
に
し
て
安
政

シ
只
苗
木
ヲ
得
ル
ニ
汲
々
ト
シ
テ
未
ダ
多
ク
子
実
ヲ
收
ム
ル
ノ
暇
ナ
ク
只
有
田
郡
ニ
オ
イ
テ

年
々
一
万
五
六
千
貫
ノ
子
実
ヲ
産
出
ス
ル
ニ
止
マ
レ
リ

②
『
木
の
国
山
林
時
報
』
九
三

　

p22-25.

葡
萄
の
櫨
起
源

　
　日
下
部
生

　県
下
の
櫨
栽
培
は
そ
の
産
額
栽
培
面
積
共
に
本
場
九
州
諸
県
に
比
す
べ
く
も
非
ざ
る
も
延

享
三
年
九
州
よ
り
田
中
善
吉
翁
に
よ
り
櫨
樹
の
移
入
せ
ら
れ
し
以
来
、
同
翁
初
め
万
民
之
が

増
殖
に
力
竭
す
も
の
多
く
藩
庁
に
お
い
て
も
保
護
奨
励
に
努
め
た
る
結
果
、
そ
の
盛
衰
あ
り

た
り
と
雖
も
概
し
て
増
殖
普
及
の
一
途
に
あ
り
て
藩
政
末
期
に
は
此
処
に
述
ぶ
る
葡
萄
櫨
も

発
見
さ
れ
明
治
二
十
年
前
後
に
至
り
て
は
県
下
の
大
部
分
の
櫨
樹
は
漸
次
に
本
種
に
改
良
せ

ら
る
、
明
治
三
十
七
年
に
お
い
て
櫨
実
四
四
一
、
二
二
○
貫
の
産
額
を
示
せ
り

　近
年
世
の
変
遷
に
よ
り
て
櫨
樹
の
栽
培
不
振
と
な
り
新
規
植
栽
す
る
も
の
少
な
き
は
勿
論

次
第
に
伐
除
せ
ら
れ
櫨
橘
畑
等
に
改
善
せ
る
も
の
多
く
、
現
在
種
実
年
額
十
万
貫
に
達
せ
ざ

る
惨
状
な
り
、
然
る
に
木
蝋
は
東
洋
の
特
産
に
し
て
我
国
の
重
要
輸
出
品
た
る
の
み
な
ら

ず
、
其
の
用
途
は
灯
用
の
み
な
ら
ず
、
各
種
工
業
用
途
や
、
化
粧
料
そ
の
他
文
具
、
沢
磨
防

銹
用
と
し
て
そ
の
需
要
の
前
途
洋
々
た
る
も
の
あ
る
を
以
て
、
之
が
改
良
、
増
殖
の
急
務
に

し
て
農
林
省
並
本
県
も
補
助
政
策
を
以
て
改
良
増
殖
を
図
り
つ
つ
あ
り
、
葡
萄
櫨
は
従
来
櫨

品
種
中
に
最
も
優
良
種
に
し
て
近
年
名
声
を
博
せ
る
昭
和
福
櫨
に
亞
く
も
の
と
認
め
ら
る
、

現
在
に
お
い
て
も
尚
各
県
に
増
殖
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
も
の
な
る
も
此
が
県
下
那
賀
郡
志
賀
野

村
に
お
い
て
旧
政
末
期
に
発
見
せ
ら
れ
、
そ
の
後
明
治
二
十
年
前
後
を
期
し
て
県
内
は
勿
論

県
外
各
地
九
州
本
場
に
普
及
し
、
名
声
を
博
せ
る
は
斯
界
に
お
け
る
本
県
の
誇
り
と
な
す
に

足
る
べ
し
。
今
、
葡
萄
櫨
普
及
の
経
由
に
就
き
て
見
る
に
そ
の
原
木
は
前
記
那
賀
郡
志
賀
野

村
松
瀬
の
吉
瀬
家
所
有
の
山
林
に
明
治
維
新
前
三
十
年
頃
（
天
保
年
間
）
自
然
に
生
育
し
た

り
し
も
の
の
如
し
、
そ
の
頃
吉
瀬
家
の
当
主
、
勇
三
氏
若
年
の
頃
に
し
て
、
そ
の
櫨
種
実
大
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に
な
る
を
奇
と
し
当
時
櫨
樹
の
栽
培
、
稍
衰
退
せ
る
折
柄
な
る
に
不
拘
努
め
て
之
を
保
護
し

置
き
た
る
も
進
ん
で
増
殖
に
努
め
た
る
事
実
な
し
。

　註

　現
在
の
当
主
は
吉
瀬
善
次
郎
氏
は
勇
三
氏
の
孫
に
当
り
そ
の
母
に
し
て
勇
三
氏
の
女

（
明
治
元
年
生
）
は
そ
の
頃
の
事
情
の
聞
伝
へ
を
語
り
て
曰
く

　「勇
三
氏
（
明
治
六
年
六
十
に
一
歳
に
て
死
亡
）
の
若
年
の
頃
家
敷
近
く
の
山
辺
の
一
本

の
櫨
天
生
せ
る
を
発
見
し
た
り
、
多
分
鳥
類
の
運
び
た
る
種
子
の
発
芽
せ
る
も
の
な
ら
ん
も

そ
の
を
実
は
普
通
の
櫨
と
異
り
て
頗
る
大
な
る
も
の
な
る
し
以
て
他
の
櫨
は
多
く
切
り
た
る

に
不
拘
特
に
保
護
し
、
間
も
な
く
道
敷
と
な
れ
る
を
以
て
之
を
現
在
の
上
に
移
植
し
た
り
」

　そ
の
後
嘉
永
五
年
に
那
賀
郡
野
る
樋
下
村
（
今
の
下
神
野
村
樋
下
）
に
大
西
健
之
助
な
■

も
の
あ
り
て
櫨
樹
栽
培
に
心
あ
り
し
を
以
て
所
用
の
為
前
記
松
瀬
に
至
り
て
、
優
良
櫨
あ
る

を
知
り
之
が
接
穂
を
取
り
て
初
め
て
在
来
樹
に
接
木
を
な
せ
り

　註

　勇
三
氏
の
女
の
語
る
所
に
よ
れ
ば
大
西
家
は
元
、
松
瀬
に
あ
り
て
、
樋
下
に
移
住
し

た
る
も
の
に
し
て
同
家
の
墓
は
今
尚
松
瀬
に
あ
る
も
の
あ
り
、
か
か
る
縁
由
に
よ
り
同
地
に

行
く
機
会
あ
り
て
優
良
櫨
の
あ
る
を
知
り
彼
ば
自
家
に
相
当
の
櫨
樹
畑
を
有
し
た
る
た
め
、

之
を
自
家
櫨
畑
の
接
木
を
企
図
し
た
る
な
り
尚
現
在
大
西
健
之
助
の
次
男
に
当
る
も
の
坂
口

光
之
助
、
猿
川
村
松
ヶ
峰
に
あ
り
之
に
就
き
て
聞
く
も
略
同
様
の
事
実
を
述
べ
た
り
。

　此
事
実
に
関
し
て
「
和
歌
山
県
農
事
調
査
書
」
に
よ
れ
ば
「
嘉
永
五
子
年
那
賀
郡
野
上
樋

下
村
に
大
西
健
之
助
な
る
も
の
あ
り
同
人
の
所
有
山
畑
に
お
い
て
普
通
櫨
樹
と
異
り
て
葉
の

稍
大
な
る
一
種
天
然
に
生
し
た
る
も
の
を
発
見
し
之
を
を
奇
と
し
試
み
に
自
ら
之
を
培
養
せ

し
に
」
云
々
と
あ
る
同
人
の
所
有
山
畑
に
お
い
て
採
り
し
こ
と
は
本
調
査
の
届
か
ざ
る
も
の

の
み
に
し
て
地
方
の
古
老
の
言
を
綜
合
す
れ
ば
明
ら
に
し
て
や
は
り
吉
瀬
家
の
所
有
地
に
未

生
せ
る
も
の
よ
り
取
り
た
る
も
の
な
し

　唯
同
氏
が
初
め
て
之
を
接
木
し
増
殖
普
及
の
緒
を
開
き
た
る
は
疑
を
容
れ
ざ
る
所
な
り
。

　そ
の
後
の
経
過
に
付
き
農
事
調
査
書
の
記
す
る
所
に
よ
れ
ば
「
そ
の
後
五
年
に
し
て
安
政

シ
只
苗
木
ヲ
得
ル
ニ
汲
々
ト
シ
テ
未
ダ
多
ク
子
実
ヲ
收
ム
ル
ノ
暇
ナ
ク
只
有
田
郡
ニ
オ
イ
テ

年
々
一
万
五
六
千
貫
ノ
子
実
ヲ
産
出
ス
ル
ニ
止
マ
レ
リ

②
『
木
の
国
山
林
時
報
』
九
三

　

p22-25.

葡
萄
の
櫨
起
源

　
　日
下
部
生

　県
下
の
櫨
栽
培
は
そ
の
産
額
栽
培
面
積
共
に
本
場
九
州
諸
県
に
比
す
べ
く
も
非
ざ
る
も
延

享
三
年
九
州
よ
り
田
中
善
吉
翁
に
よ
り
櫨
樹
の
移
入
せ
ら
れ
し
以
来
、
同
翁
初
め
万
民
之
が

増
殖
に
力
竭
す
も
の
多
く
藩
庁
に
お
い
て
も
保
護
奨
励
に
努
め
た
る
結
果
、
そ
の
盛
衰
あ
り

た
り
と
雖
も
概
し
て
増
殖
普
及
の
一
途
に
あ
り
て
藩
政
末
期
に
は
此
処
に
述
ぶ
る
葡
萄
櫨
も

発
見
さ
れ
明
治
二
十
年
前
後
に
至
り
て
は
県
下
の
大
部
分
の
櫨
樹
は
漸
次
に
本
種
に
改
良
せ

ら
る
、
明
治
三
十
七
年
に
お
い
て
櫨
実
四
四
一
、
二
二
○
貫
の
産
額
を
示
せ
り

　近
年
世
の
変
遷
に
よ
り
て
櫨
樹
の
栽
培
不
振
と
な
り
新
規
植
栽
す
る
も
の
少
な
き
は
勿
論

次
第
に
伐
除
せ
ら
れ
櫨
橘
畑
等
に
改
善
せ
る
も
の
多
く
、
現
在
種
実
年
額
十
万
貫
に
達
せ
ざ

る
惨
状
な
り
、
然
る
に
木
蝋
は
東
洋
の
特
産
に
し
て
我
国
の
重
要
輸
出
品
た
る
の
み
な
ら

ず
、
其
の
用
途
は
灯
用
の
み
な
ら
ず
、
各
種
工
業
用
途
や
、
化
粧
料
そ
の
他
文
具
、
沢
磨
防

銹
用
と
し
て
そ
の
需
要
の
前
途
洋
々
た
る
も
の
あ
る
を
以
て
、
之
が
改
良
、
増
殖
の
急
務
に

し
て
農
林
省
並
本
県
も
補
助
政
策
を
以
て
改
良
増
殖
を
図
り
つ
つ
あ
り
、
葡
萄
櫨
は
従
来
櫨

品
種
中
に
最
も
優
良
種
に
し
て
近
年
名
声
を
博
せ
る
昭
和
福
櫨
に
亞
く
も
の
と
認
め
ら
る
、

現
在
に
お
い
て
も
尚
各
県
に
増
殖
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
も
の
な
る
も
此
が
県
下
那
賀
郡
志
賀
野

村
に
お
い
て
旧
政
末
期
に
発
見
せ
ら
れ
、
そ
の
後
明
治
二
十
年
前
後
を
期
し
て
県
内
は
勿
論

県
外
各
地
九
州
本
場
に
普
及
し
、
名
声
を
博
せ
る
は
斯
界
に
お
け
る
本
県
の
誇
り
と
な
す
に

足
る
べ
し
。
今
、
葡
萄
櫨
普
及
の
経
由
に
就
き
て
見
る
に
そ
の
原
木
は
前
記
那
賀
郡
志
賀
野

村
松
瀬
の
吉
瀬
家
所
有
の
山
林
に
明
治
維
新
前
三
十
年
頃
（
天
保
年
間
）
自
然
に
生
育
し
た

り
し
も
の
の
如
し
、
そ
の
頃
吉
瀬
家
の
当
主
、
勇
三
氏
若
年
の
頃
に
し
て
、
そ
の
櫨
種
実
大
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実
註
文
多
く
県
内
は
勿
論
県
外
四
国
九
州
よ
り
の
註
文
も
あ
り
、
福
岡
県
の
古
賀
某
に
数
十

万
本
の
接
穂
に
送
付
し
た
り
と
云
ふ
（
註
）

　註
、
森
田
家
の
当
主
の
語
る
所
に
よ
れ
ば
、
そ
の
頃
年
々
五
百
円
余
の
売
上
を
な
し
（
そ

の
頃
人
夫
賃
八
銭
位
な
り
し
と
云
ふ
）
利
す
る
所
大
な
り
し
を
以
て
自
ら
櫨
実
を
携
へ
て
中

国
四
国
地
方
を
巡
礼
し
之
を
配
布
し
た
り
と
云
ふ
。

　尚
葡
萄
櫨
増
殖
普
及
に
貢
献
し
た
る
も
の
と
し
て
今
の
海
草
郡
巽
村
阪
井
の
蝋
屋
山
本
直

次
郎
氏
を
漏
記
す
る
を
得
ず
、
彼
も
亦
之
が
普
及
を
企
て
、
自
ら
の
商
才
を
利
用
し
て
県
内

は
勿
論
広
く
全
国
に
之
が
宣
伝
を
な
す
に
努
め
自
ら
大
日
本
櫨
種
改
良
首
唱
者
と
称
し
て
当

時
の
新
聞
雑
誌
に
広
告
す
る
外
（
そ
の
頃
の
東
京
市
麻
布
学
農
社
雜
誌
局
出
版
の
農
業
雑
誌

三
四
七
号
、
三
六
七
号
に
広
告
せ
る
も
の
を
同
家
に
今
尚
蔵
せ
り
）
諸
官
庁
各
地
当
業
者
に

直
接
書
面
を
送
る
等
に
よ
り
同
種
の
優
良
に
し
て
栽
培
の
有
利
な
る
を
宣
伝
し
た
る
結
果
遂

に
全
国
に
県
下
葡
萄
櫨
あ
る
を
知
ら
れ
特
に
明
治
十
八
年
以
後
数
年
間
各
地
方
諸
官
庁
当
業

者
よ
り
の
註
文
照
会
殺
倒
し
種
子
穂
木
苗
木
を
乞
ふ
も
の
多
く
北
は
青
森
県
（
例
え
ば
弘
前

市
山
下
町
工
藤
儀
助
外
盛
農
舎
）
よ
り
南
は
鹿
児
島
県
（
例
え
ば
大
隅
国
肝
属
郡
中
名
村
百

躍
喜
一
郎
）
に
至
る
迄
各
県
余
す
所
な
く
、
現
在
註
文
状
保
蔵
せ
ら
る
る
も
の
の
み
に
て
も

千
通
に
達
し
而
も
一
々
註
文
書
を
検
す
る
に
各
地
当
業
者
再
拝
九
拝
以
て
種
子
苗
木
、
穂
木

の
分
譲
を
依
頼
せ
る
を
見
れ
ば
如
何
に
當
時
斯
業
に
熱
心
に
し
て
且
宣
傳
宜
敷
を
得
た
る
か

を
窺
知
す
る
に
足
る
べ
し
、
尚
千
里
を
遠
し
と
せ
ず
態
々
来
り
観
察
し
た
る
も
の
少
な
し
と

せ
す　比

処
に
於
て
山
本
氏
は
特
に
栽
培
の
盛
な
る
福
岡
県
に
於
て
は
鞍
手
郡
に
栗
田
四
郎
な
る

も
の
を
拡
張
出
張
員
に
命
じ
当
地
方
の
苗
木
種
子
の
販
売
並
に
栽
培
指
導
に
当
ら
し
む

（
註
）　註

　一
方
山
本
氏
は
自
ら
も
相
当
利
す
る
所
あ
り
之
れ
所
有
者
に
し
て
発
見
者
吉
瀬
勇
三

氏
に
負
ふ
も
の
多
き
を
感
じ
明
治
二
十
二
年
十
月
石
工
に
命
し
て
勇
三
氏
夫
妻
の
墓
碑
を
刻

三
辰
年
初
め
て
五
房
の
実
を
結
び
け
る
が
そ
の
房
長
く
子
実
最
も
大
き
く
登
熟
の
季
節
に
及

へ
は
外
皮
に
薄
黒
色
を
帯
び
て
白
紛
付
着
し
極
め
て
美
麗
な
る
を
見
て
茲
に
奇
異
の
思
を
興

し
爾
来
培
養
怠
ら
さ
り
し
が
年
々
豊
熟
に
雌
雄
な
く
歳
々
収
穫
を
増
加
せ
し
と
雖
も
僅
か
に

一
樹
の
結
実
、
脂
油
の
多
寡
品
質
の
良
否
を
試
験
す
る
に
由
な
く
空
し
く
歳
月
を
経
過
せ
し

が
同
郡
神
野
市
場
村
（
今
の
下
神
野
村
に
属
す
）
森
田
忠
兵
衛
な
る
も
の
あ
り
常
に
農
事
に

志
厚
き
者
な
り
け
れ
ば
此
事
を
聞
き
該
樹
の
栽
培
及
蝋
分
の
多
寡
と
品
質
の
良
否
と
を
試
み

ん
と
し
去
る
万
延
元
申
年
所
有
山
凡
三
反
歩
を
開
墾
し
文
久
元
酉
年
是
に
台
苗
二
百
余
本
を

植
付
け
（
註
一
）
同
三
亥
年
大
西
健
之
助
に
図
り
該
樹
の
枝
を
要
め
漸
次
接
木
せ
し
が
三
年

の
後
慶
応
元
丑
年
初
め
て
実
を
結
び
翌
寅
年
の
収
穫
漸
く
八
貫
目
を
得
た
り
し
が
そ
の
形
状

恰
か
も
葡
萄
に
類
似
せ
し
を
以
て
両
人
等
相
謀
り
之
を
葡
萄
櫨
の
名
称
を
命
じ
た
り
と
い
ふ

　

爾
来
培
養
に
力
を
尽
し
慶
応
三
年
十
五
貫
目
明
治
元
年
三
十
貫
目
明
治
五
年
に
百
五
十
貫
明

治
十
年
に
は
終
に
五
百
貫
目
の
多
き
を
得
る
に
至
り
し
か
は
茲
に
至
り
忠
兵
衛
等
蝋
油
の
搾

取
を
試
み
け
る
に
（
註
二
）
子
実
十
貫
目
に
付
生
蝋
二
貫
七
百
目
乃
至
二
貫
九
百
目
の
多
き

あ
り
、
加
ふ
る
に
該
蝋
は
白
色
に
し
て
少
し
く
青
色
を
帯
び
光
線
極
め
て
美
麗
に
し
て
普
通

の
蝋
に
超
絶
す
る
事
非
常
な
り
け
れ
ば
之
を
価
に
試
み
し
に
普
通
の
種
類
よ
り
一
倍
余
の
貴

価
を
見
る
に
至
り
し
か
ば
甲
聞
き
乙
伝
へ
此
種
の
貴
重
な
る
事
忽
ち
近
燐
の
普
く
知
る
所
と

は
な
り
き

　註
一
、
下
神
野
村
神
野
市
場
の
南
側
山
腹
に
森
田
忠
兵
衛
の
初
め
て
植
栽
せ
る
櫨
畑
あ
り

し
も
現
在
桑
畑
そ
の
他
に
改
変
せ
ら
れ
僅
か
二
三
十
本
の
老
櫨
樹
あ
る
に
止
ま
り
、
之
等
は

明
治
末
期
よ
り
大
正
に
か
け
て
伐
除
せ
る
も
の
に
し
て
今
尚
点
々
切
株
存
在
し
そ
の
大
な
る

も
の
は
五
尺
に
達
す
、
土
壌
稍
粘
質
層
源
大
な
り

　註
二
、
搾
蝋
の
試
験
は
其
頃
の
北
野
上
村
孟
子
の
蝋
屋
「
廣
伊
」（
廣
田
伊
助
）
に
て
な

せ
り
と
伝
へ
ら
る
、

明
治
十
年
以
降
と
な
り
て
は
葡
萄
櫨
の
優
良
な
る
こ
と
各
地
に
知
ら
れ
れ
た
る
結
果
接
穂
種
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委
員

　勝
田
良
太
郎

　報
告

一

　所
在
地

　那
賀
郡
志
賀
野
村
大
字
松
瀬
字
北
峯
三
三
一
番
地

一

　地
目

　山
林

一

　地
積

　一
畝
歩

一

　所
有
者

　那
賀
郡
志
賀
野
村
大
字
松
瀬
三
三
六
番
地

　吉
瀬
善
次
郎

一

　説
明

　当
原
木
ハ
今
ヲ
去
ル
約
百
年
前
天
保
年
間
前
記
那
賀
郡
志
賀
野
村
松
瀬
ノ
吉
瀬

家
所
有
山
林
ニ
自
生
シ
タ
ル
モ
ノ
ノ
如
シ
。
其
ノ
頃
当
家
ノ
主
人
ヲ
勇
三
ト
云
ヒ
未
ダ
若
年

ノ
頃
ナ
リ
シ
ガ
其
ノ
櫨
種
実
大
ナ
ル
ヲ
奇
ト
シ
当
時
櫨
樹
ノ
栽
培
ハ
稍
衰
微
セ
ル
折
柄
ナ
ル

ニ
モ
拘
ラ
ズ
努
メ
テ
之
ヲ
保
護
シ
タ
リ
ト
云
フ
。
現
当
主
吉
瀬
善
次
郎
氏
ハ
勇
三
氏
ノ
孫
ニ

当
リ
其
ノ
母
（
即
チ
勇
三
氏
ノ
女
ニ
シ
テ
明
治
元
年
生
）
ハ
当
時
ノ
事
情
ヲ
聞
伝
ヘ
ニ
聞
キ

タ
リ
ト
テ
其
ノ
語
ル
処
ニ
依
レ
バ
勇
三
氏
（
明
治
六
年
六
十
一
歳
ニ
テ
死
亡
）
ガ
未
ダ
若
年

ノ
頃
屋
敷
近
ク
ノ
山
辺
ニ
一
本
ノ
櫨
樹
自
生
セ
ル
ヲ
発
見
シ
タ
リ
、
多
分
鳥
類
ノ
運
ビ
来
リ

タ
ル
種
子
ヨ
リ
発
芽
セ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
、
其
ノ
実
ハ
普
通
ノ
櫨
ト
異
ニ
シ
テ
頗
ル
大
ナ
リ
シ

カ
バ
、
他
ノ
櫨
樹
ハ
多
ク
伐
採
シ
タ
ル
モ
当
樹
ノ
ミ
ハ
特
ニ
保
護
ヲ
加
ヘ
間
モ
ナ
ク
樹
ノ
所

在
地
ハ
道
敷
ト
ナ
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
現
在
ノ
処
ヘ
移
植
シ
タ
リ
ト
云
フ
。
其
ノ
後
嘉
永
五

年
那
賀
郡
下
神
野
村
樋
下
ニ
大
西
健
之
助
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
、
櫨
ノ
栽
培
ニ
意
ヲ
用
ヒ
所
用
ノ

タ
メ
前
記
松
瀬
ニ
来
リ
テ
優
良
櫨
ア
ル
ヲ
知
リ
此
レ
ガ
接
穂
ヲ
持
チ
帰
リ
初
メ
テ
在
来
櫨
ニ

接
木
ヲ
ナ
シ
タ
リ
ト
。
而
シ
テ
其
ノ
後
ノ
経
過
ニ
ツ
キ
本
県
農
事
調
査
書
ノ
記
ス
所
ニ
依
レ

バ
（
中
略
）。

ナ
ホ
葡
萄
櫨
ノ
増
殖
普
及
ニ
貢
献
シ
タ
ル
篤
志
家
ト
シ
テ
海
草
郡
巽
村
阪
井
ノ
蝋
家
山
本
直

次
郎
氏
ヲ
挙
ゲ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
、
氏
モ
亦
此
レ
ガ
普
及
ヲ
企
テ
自
ラ
商
才
ヲ
利
用
シ
テ
県
内
ハ

勿
論
広
ク
全
国
的
ニ
此
レ
ガ
宣
伝
ニ
努
メ
自
ラ
大
日
本
櫨
種
改
良
首
唱
者
ト
称
シ
テ
当
時
ノ

新
聞
雑
誌
ニ
広
告
ス
ル
外
諸
官
庁
各
地
当
業
者
ニ
直
接
書
面
ヲ
送
ル
等
ニ
ヨ
リ
同
種
ノ
優
良

せ
し
め
謝
恩
の
一
端
と
し
又
金
一
封
（
拾
円
な
り
し
と
聞
く
）
を
祭
粢
料
と
し
て
同
家
に
与

へ
氏
の
霊
を
弔
は
し
む
、
氏
の
碑
は
初
め
原
木
櫨
の
根
際
に
建
て
た
り
し
が
大
正
七
年
付
近

の
同
家
墓
地
に
移
せ
り
そ
の
頃
山
本
氏
の
使
用
せ
る
専
用
の
封
筒
の
裏
面
は
次
の
如
き
興
味

あ
る
も
の
な
り

大
日
本
帝
国

　和
歌
山
県

　山
本
直
次
郎

櫨
種
改
良

　
　紀
伊
国
名
草
郡
巽
村
阪
井

首
唱
者

　
　
　
　六
百
七
拾
九
番
地

　戸
主

明
治

　
　
　年

　
　
　月

　
　
　日
午
前

　
　時

　
　分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　午
後

　
　時

　
　分

　
　投
函

　

寒
暖
計

　
　
　
　
　
　度

　
　
　但

　
　
　
　
　本
日

　
　
　
　
　
　天

　斯
く
し
て
大
西
、
森
田
、
山
本
氏
等
の
努
力
の
外
多
数
地
方
篤
農
家
（
有
田
郡
岩
倉
村
今

井
翁
有
田
郡
箕
島
町
田
中
善
兵
衛
等
）
の
努
力
に
よ
り
県
の
内
外
を
問
は
す
各
地
に
普
及
し

た
り　更

に
当
時
か
か
る
有
様
な
れ
ば
志
賀
野
村
の
原
木
に
就
て
も
各
地
よ
り
穂
木
を
乞
ふ
も
の

多
く
為
に
今
尚
生
育
不
良
に
し
て
梢
殺
著
し
き
を
見
る
、
そ
の
根
元
周
囲
は
四
尺
高
さ
十
八

尺
地
上
一
尺
の
所
よ
り
四
枝
に
分
か
れ
夫
々
枝
周
一
尺
四
寸
、
二
尺
、
二
尺
七
寸
の
枝
あ

り
、
原
木
は
竹
及
棕
梠
の
叢
林
縁
に
あ
り
て
樹
勢
衰
へ
枝
梢
甚
だ
疎
に
し
て
之
が
光
輝
あ
る

葡
萄
櫨
原
木
と
し
て
は
訪
ふ
も
の
を
し
て
聊
か
寂
寥
の
感
を
起
さ
し
む

③
『
和
歌
山
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
会
報
告
』
一
三

　
　

p79-82.

天
然
記
念
物

一

　葡
萄
櫨
ノ
原
木
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委
員

　勝
田
良
太
郎

　報
告

一

　所
在
地

　那
賀
郡
志
賀
野
村
大
字
松
瀬
字
北
峯
三
三
一
番
地

一

　地
目

　山
林

一

　地
積

　一
畝
歩

一

　所
有
者

　那
賀
郡
志
賀
野
村
大
字
松
瀬
三
三
六
番
地

　吉
瀬
善
次
郎

一

　説
明

　当
原
木
ハ
今
ヲ
去
ル
約
百
年
前
天
保
年
間
前
記
那
賀
郡
志
賀
野
村
松
瀬
ノ
吉
瀬

家
所
有
山
林
ニ
自
生
シ
タ
ル
モ
ノ
ノ
如
シ
。
其
ノ
頃
当
家
ノ
主
人
ヲ
勇
三
ト
云
ヒ
未
ダ
若
年

ノ
頃
ナ
リ
シ
ガ
其
ノ
櫨
種
実
大
ナ
ル
ヲ
奇
ト
シ
当
時
櫨
樹
ノ
栽
培
ハ
稍
衰
微
セ
ル
折
柄
ナ
ル

ニ
モ
拘
ラ
ズ
努
メ
テ
之
ヲ
保
護
シ
タ
リ
ト
云
フ
。
現
当
主
吉
瀬
善
次
郎
氏
ハ
勇
三
氏
ノ
孫
ニ

当
リ
其
ノ
母
（
即
チ
勇
三
氏
ノ
女
ニ
シ
テ
明
治
元
年
生
）
ハ
当
時
ノ
事
情
ヲ
聞
伝
ヘ
ニ
聞
キ

タ
リ
ト
テ
其
ノ
語
ル
処
ニ
依
レ
バ
勇
三
氏
（
明
治
六
年
六
十
一
歳
ニ
テ
死
亡
）
ガ
未
ダ
若
年

ノ
頃
屋
敷
近
ク
ノ
山
辺
ニ
一
本
ノ
櫨
樹
自
生
セ
ル
ヲ
発
見
シ
タ
リ
、
多
分
鳥
類
ノ
運
ビ
来
リ

タ
ル
種
子
ヨ
リ
発
芽
セ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
、
其
ノ
実
ハ
普
通
ノ
櫨
ト
異
ニ
シ
テ
頗
ル
大
ナ
リ
シ

カ
バ
、
他
ノ
櫨
樹
ハ
多
ク
伐
採
シ
タ
ル
モ
当
樹
ノ
ミ
ハ
特
ニ
保
護
ヲ
加
ヘ
間
モ
ナ
ク
樹
ノ
所

在
地
ハ
道
敷
ト
ナ
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
現
在
ノ
処
ヘ
移
植
シ
タ
リ
ト
云
フ
。
其
ノ
後
嘉
永
五

年
那
賀
郡
下
神
野
村
樋
下
ニ
大
西
健
之
助
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
、
櫨
ノ
栽
培
ニ
意
ヲ
用
ヒ
所
用
ノ

タ
メ
前
記
松
瀬
ニ
来
リ
テ
優
良
櫨
ア
ル
ヲ
知
リ
此
レ
ガ
接
穂
ヲ
持
チ
帰
リ
初
メ
テ
在
来
櫨
ニ

接
木
ヲ
ナ
シ
タ
リ
ト
。
而
シ
テ
其
ノ
後
ノ
経
過
ニ
ツ
キ
本
県
農
事
調
査
書
ノ
記
ス
所
ニ
依
レ

バ
（
中
略
）。

ナ
ホ
葡
萄
櫨
ノ
増
殖
普
及
ニ
貢
献
シ
タ
ル
篤
志
家
ト
シ
テ
海
草
郡
巽
村
阪
井
ノ
蝋
家
山
本
直

次
郎
氏
ヲ
挙
ゲ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
、
氏
モ
亦
此
レ
ガ
普
及
ヲ
企
テ
自
ラ
商
才
ヲ
利
用
シ
テ
県
内
ハ

勿
論
広
ク
全
国
的
ニ
此
レ
ガ
宣
伝
ニ
努
メ
自
ラ
大
日
本
櫨
種
改
良
首
唱
者
ト
称
シ
テ
当
時
ノ

新
聞
雑
誌
ニ
広
告
ス
ル
外
諸
官
庁
各
地
当
業
者
ニ
直
接
書
面
ヲ
送
ル
等
ニ
ヨ
リ
同
種
ノ
優
良

せ
し
め
謝
恩
の
一
端
と
し
又
金
一
封
（
拾
円
な
り
し
と
聞
く
）
を
祭
粢
料
と
し
て
同
家
に
与

へ
氏
の
霊
を
弔
は
し
む
、
氏
の
碑
は
初
め
原
木
櫨
の
根
際
に
建
て
た
り
し
が
大
正
七
年
付
近

の
同
家
墓
地
に
移
せ
り
そ
の
頃
山
本
氏
の
使
用
せ
る
専
用
の
封
筒
の
裏
面
は
次
の
如
き
興
味

あ
る
も
の
な
り

大
日
本
帝
国

　和
歌
山
県

　山
本
直
次
郎

櫨
種
改
良

　
　紀
伊
国
名
草
郡
巽
村
阪
井

首
唱
者

　
　
　
　六
百
七
拾
九
番
地

　戸
主

明
治

　
　
　年

　
　
　月

　
　
　日
午
前

　
　時

　
　分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　午
後

　
　時

　
　分

　
　投
函

　

寒
暖
計

　
　
　
　
　
　度

　
　
　但

　
　
　
　
　本
日

　
　
　
　
　
　天

　斯
く
し
て
大
西
、
森
田
、
山
本
氏
等
の
努
力
の
外
多
数
地
方
篤
農
家
（
有
田
郡
岩
倉
村
今

井
翁
有
田
郡
箕
島
町
田
中
善
兵
衛
等
）
の
努
力
に
よ
り
県
の
内
外
を
問
は
す
各
地
に
普
及
し

た
り　更

に
当
時
か
か
る
有
様
な
れ
ば
志
賀
野
村
の
原
木
に
就
て
も
各
地
よ
り
穂
木
を
乞
ふ
も
の

多
く
為
に
今
尚
生
育
不
良
に
し
て
梢
殺
著
し
き
を
見
る
、
そ
の
根
元
周
囲
は
四
尺
高
さ
十
八

尺
地
上
一
尺
の
所
よ
り
四
枝
に
分
か
れ
夫
々
枝
周
一
尺
四
寸
、
二
尺
、
二
尺
七
寸
の
枝
あ

り
、
原
木
は
竹
及
棕
梠
の
叢
林
縁
に
あ
り
て
樹
勢
衰
へ
枝
梢
甚
だ
疎
に
し
て
之
が
光
輝
あ
る

葡
萄
櫨
原
木
と
し
て
は
訪
ふ
も
の
を
し
て
聊
か
寂
寥
の
感
を
起
さ
し
む

③
『
和
歌
山
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
会
報
告
』
一
三

　
　

p79-82.

天
然
記
念
物

一

　葡
萄
櫨
ノ
原
木
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抹消天然記念物「葡萄櫨の原木」調査報告

ニ
シ
テ
栽
培
ノ
有
利
ナ
ル
コ
ト
ヲ
宣
伝
シ
タ
ル
結
果
遂
ニ
本
県
ノ
葡
萄
櫨
ハ
全
国
ニ
知
ラ
レ

明
治
十
八
年
以
後
数
年
間
各
地
方
諸
官
庁
当
業
者
ヨ
リ
ノ
注
文
殺
到
シ
種
子
穂
木
苗
木
ヲ
乞

フ
モ
ノ
甚
ダ
多
ク
北
ハ
青
森
県
ヨ
リ
南
ハ
鹿
児
島
県
ニ
至
ル
マ
デ
各
府
県
余
ス
所
ナ
ク
現
在

注
文
状
ノ
保
存
セ
ラ
ル
ル
モ
ノ
ノ
ミ
ニ
テ
モ
千
通
ニ
上
リ
而
カ
モ
一
々
注
文
書
ヲ
検
ス
ル
ニ

辞
ヲ
卑
フ
シ
礼
ヲ
厚
フ
シ
テ
種
子
苗
木
穂
木
ノ
分
譲
ヲ
依
頼
セ
ル
ハ
如
何
ニ
当
時
葡
萄
櫨
ガ

重
要
視
セ
ラ
レ
タ
ル
カ
ヲ
窺
知
ス
ル
ニ
足
ラ
ン
、
此
ニ
於
テ
山
本
氏
ハ
特
ニ
栽
培
ノ
盛
ナ
ル

福
岡
県
鞍
手
郡
へ
栗
田
四
郎
ヲ
拡
張
出
張
員
ニ
命
ジ
苗
木
種
子
ノ
販
売
並
ニ
栽
培
指
導
ニ
当

ラ
シ
メ
タ
リ
。

此
ル
有
様
ナ
レ
バ
当
報
告
ノ
主
体
タ
ル
志
賀
野
村
ノ
原
木
モ
各
地
ヨ
リ
穂
木
ヲ
乞
フ
モ
ノ
多

ク
為
メ
ニ
当
樹
ノ
生
育
ヲ
害
シ
タ
ル
コ
ト
著
シ
ク
今
ハ
樹
勢
不
良
ニ
シ
テ
梢
枯
著
シ
キ
ヲ
見

ル
、
樹
ノ
大
サ
ハ
其
ノ
根
元
ニ
於
テ
幹
周
四
尺
高
サ
十
八
尺
、
地
上
一
尺
ノ
処
ヨ
リ
四
枝
ニ

分
レ
夫
々
枝
周
一
尺
四
寸
、
二
尺
、
一
尺
七
寸
、
二
尺
七
寸
ア
リ
竹
及
ビ
棕
梠
ノ
叢
林
中
ニ

老
躯
ヲ
横
タ
ヘ
樹
勢
振
ハ
ズ
枝
梢
甚
ダ
疎
ニ
シ
テ
此
レ
ガ
光
輝
ア
ル
葡
萄
櫨
ノ
原
木
ナ
ル
カ

ト
訪
フ
者
ヲ
シ
テ
転
々
寂
寥
ノ
感
ヲ
起
サ
シ
ム

（
以
上
吉
瀬
善
次
郎
氏
提
出
ノ
指
定
申
請
書
並
ニ
添
付
ノ
木
国
山
林
時
報
ニ
依
ル
）
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日本庭園の萌芽をみる

は
じ
め
に

『
日
本
書
紀
』
推
古
天
皇
二
〇
年
（
六
一
二
）
是
歳
条
に
、
作
庭
に
関
す
る
最
古
の
記
事

が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
百
済
か
ら
渡
来
し
た
人
の
中
に
、
全
身
に
斑
紋
が
で
て
い

る
者
が
お
り
、
海
中
の
嶋
に
隔
離
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、「
能
く
山
岳
の
形
を
構
く
」
才

が
あ
る
と
進
言
し
た
た
め
、
宮
の
南
庭
に
須
弥
山
と
呉
橋
を
造
ら
せ
た
。
そ
の
人
の
名
を

「
路
子
工
」
ま
た
の
名
を
「
芝
耆
摩
呂
」
と
い
う
。
呉
橋
を
架
け
た
こ
と
か
ら
池
も
造
ら
れ

た
と
想
定
で
き
、
池
と
橋
と
須
弥
山
で
構
成
さ
れ
る
異
国
風
の
庭
園
が
、
我
が
国
で
初
め
て

現
出
し
た
こ
と
を
伝
え
る
。

こ
の
庭
園
が
造
ら
れ
た
の
は
、
小
墾
田
宮
の
こ
と
で
あ
る
。
小
墾
田
宮
の
構
造
に
つ
い
て

は
入
朝
や
朝
参
関
係
の
記
載
か
ら
、
南
門
（
宮
門
）
を
入
っ
た
中
に
庁
を
伴
う
朝
廷
が
広
が

り
、
奥
に
は
大
門
（
閤
門
）
に
よ
っ
て
朝
廷
か
ら
画
さ
れ
た
大
殿
が
復
原
さ
れ
て
い
る
。

『
日
本
書
紀
』
か
ら
の
復
原
案
で
あ
り
記
事
の
解
釈
に
は
慎
重
な
態
度
を
要
す
る
が
、
後
の

朝
堂
院
に
み
ら
れ
る
朝
政
の
場
と
し
て
の
機
能
が
、
小
墾
田
宮
で
成
立
し
た
こ
と
を
示
唆
す

る
（
岸
　
一
九
七
五
）。

こ
の
よ
う
な
小
墾
田
宮
の
「
南
庭
」
に
、
様
々
な
構
築
物
を
伴
う
園
池
施
設
が
造
営
さ
れ

た
と
伝
え
る
『
日
本
書
紀
』
の
記
事
は
、
律
令
国
家
の
成
立
過
程
を
考
え
る
う
え
で
非
常
に

興
味
深
い
。
古
代
中
国
で
は
王
権
の
威
儀
を
整
え
、
帝
王
の
徳
を
は
か
る
も
の
と
し
て
、
園

林
（
庭
園
）
が
営
ま
れ
た
と
い
う
（
金
子
　
二
〇
〇
二
）。
後
の
天
武
朝
に
は
飛
鳥
浄
御
原

宮
に
「
白
錦
後
苑
」
が
付
随
し
、
奈
良
時
代
の
平
城
宮
に
は
「
南
苑
」・「
松
林
苑
」・「
西
池

宮
」
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
。
朝
政
の
場
と
し
て
の
宮
と
、
儀
礼
・
饗
宴
の
場
と
し
て
の
園
林

が
相
互
補
完
し
な
が
ら
機
能
し
て
お
り
、
そ
の
祖
型
が
七
世
紀
前
半
に
ま
で
遡
る
可
能
性
が

あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
伝
統
は
平
安
宮
の
神
泉
苑
や
冷
然
院
な
ど
に
も
引
き
継
が
れ
る
。

古
代
に
お
け
る
庭
園
空
間
は
、
観
賞
を
目
的
と
す
る
ば
か
り
で
な
く
実
務
的
な
機
能
性
も

備
わ
り
、
儀
礼
あ
る
い
は
祭
祀
と
も
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。
庭
園
に
は
、
ま
ず
特
定
の
場

が
あ
る
。
そ
こ
に
樹
木
・
草
花
な
ど
を
植
え
、
池
を
穿
っ
て
山
を
築
い
た
り
、
石
や
建
物
を

配
置
し
て
景
観
を
整
え
る
。
園
内
に
は
道
が
造
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
し
、
石
敷
き
に
よ
っ
て

広
い
空
間
を
造
り
だ
す
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
特
定
の
場
を
利
用
し
て
、
儀
礼
・
祭
祀
な
ど

が
行
わ
れ
る
。
庭
園
は
一
つ
の
限
定
さ
れ
た
目
的
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
場
で
は
な
く
、
多

様
な
機
能
が
複
合
的
に
重
な
っ
た
空
間
と
い
え
る
。
た
だ
、
古
代
に
お
い
て
庭
園
と
認
識
で

き
る
場
は
、
王
権
で
あ
れ
個
人
で
あ
れ
常
に
私
的
に
管
理
・
所
有
さ
れ
る
空
間
で
あ
り
、
公

共
性
を
も
つ
広
場
と
は
性
格
を
異
に
す
る
（
加
藤
　
一
九
八
三
）。

こ
の
よ
う
に
、
庭
園
内
に
は
様
々
な
構
成
要
素
が
存
在
す
る
が
、
発
掘
調
査
で
検
出
で
き

る
も
の
は
石
造
構
築
物
や
大
地
に
掘
り
こ
ま
れ
た
池
な
ど
が
主
で
あ
り
、
樹
木
・
草
花
な
ど

の
植
栽
や
人
工
的
に
創
出
さ
れ
た
山
・
道
な
ど
の
微
地
形
は
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

ま
た
、
空
閑
地
と
し
て
検
出
さ
れ
た
場
が
、
庭
園
内
で
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
た
の
か
復

原
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
園
池
を
中
心
と
す
る
庭
園
関
係
遺
構
の
意
匠
・
構

造
・
空
間
構
成
な
ど
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
庭
当
時
の
姿
を
時
代
ご
と
に
復
原
し

て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
古
代
庭
園
の
構
造
変
遷
を
捉
え
る
こ
と
は
、
日
本
庭
園
の
源

日
本
庭
園
の
萌
芽
を
み
る

―
考
古
学
か
ら
み
た
飛
鳥
・
奈
良
時
代
庭
園
の
変
遷
―

網

　
　
　伸

　也


